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一
、
は
じ
め
に

　

本
論
は
、
近
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
『
梵
網
経
』
へ
の
学
び
に
つ
い

て
、
総
括
的
に
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
論
点
と
し
て
は
、
以
前
に

拙（
１
）論で

紹
介
し
た
、
乙
堂
喚
丑
（
一
六
八
四
？
〜
一
七
六
〇
）
が
残

し
た
「
梵
網
経
古
迹（

２
）記

」
に
つ
い
て
、
内
容
の
実
態
を
探
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
な
お
、
乙
堂
の
同
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

△
梵
網
經
古
迹
記　

太
賢
法
師
ノ
撰
述
ナ
リ
コ
レ
ヲ
我
朝
ニ
弘
メ

シ
叓
ハ
笠
置
ノ
觧
脱
上
人
ナ
リ
〈
諱
ハ
貞
慶
〉
上
人
ノ
弟
子
戒

如
コ
レ
ヲ
覚
盛
叡
尊
ノ
二
公
ニ
傳
ラ
レ
タ
リ
覚
盛
ハ
初
メ

福

寺
ノ
枱
院
ニ
居
ス
後
ニ
招
提
寺
ニ
住
セ
ラ
レ
テ
大
悲
菩
薩
ト
称

セ
リ
叡
尊
ハ
西
大
寺
ニ
居
ス
興
正
菩
薩
ト
謚
ア
リ
コ
ノ
人
古
迹

ノ
科
文
ヲ
著
シ
テ
古
迹
ノ
文
集
ヲ
集
メ
ラ
レ
タ
リ
其
後
大
悲
興

正
ノ
門
徒
ノ
間
ニ
少
々
異
義
ト
モ
ア
リ
テ
補
忘
抄
述
古
迹
抄
ト

云
書
出
来
タ
リ
近
代
迄
梵
網
ヲ
講
ス
ル
者
ハ
皆
古
迹
ニ
ヨ
レ
リ

近
比
鳳
潭
禪
師
以
來
法
戒
疏
ヲ
用
ル
叓
ニ
ナ
レ（

３
）リ

　

右
記
内
容
で
は
、
江
戸
時
代
初
期
ま
で
『
梵
網
経
』
の
講
義
な
ど

に
太
賢
『
梵
網
経
古
迹
記
（
以
下
、『
古
迹
記
』
と
略
記
）』
が
用
い

ら
れ
、
末
疏
も
多
く
成
立
し
た
が
、
華
厳
宗
の
鳳
潭
（
一
六
五
四
〜

一
七
三
八
）
以
降
は
法
蔵
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
（
以
下
、『
本

疏
』
と
略
記
）』
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
鳳

潭
の
名
前
の
直
前
に
「
近
比
」
と
あ
る
た
め
、
こ
の
内
容
が
乙
堂
に

よ
っ
て
記
載
さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
た
。
な
お
、
太
賢
『
古
迹
記
』

の
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
挙
が
る
「
補
忘
抄
述
古
迹
抄
」
を
含
め
、

近
世
洞
門
に
お
け
る
『
梵
網
経
』
の
学
び
に
つ
い
て

│
│
附
録
・
面
山
瑞
方
『
永
福
老
人
梵
網
古
迹
戒
題
鈔
』
翻
刻
資
料
│
│

菅　
　

原　
　

研　
　

州
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詳
細
は
後
述
し
た
い
。

　

本
論
の
直
接
の
先
行
研
究
と
し
て
、
渡
部
賢
宗
氏
「
道
元
禅
師
の

禅
戒
観
（
一
）」（『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
月
報
８
』
昭
和
五
一

年
八
月
、
所
収
）
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
同
論
で
は
近
世
禅
戒
論
に

お
け
る
『
梵
網
経
』
及
び
そ
の
註
釈
書
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

４　

指
月
慧
印
の
『
禅
戒
篇
』
は
、『
教
授
戒
文
』
の
十
重
禁
戒

の
み
を
引
い
て
釈
し
た
も
の
で
、
賢
首
大
師
法
蔵
の
『
梵
網
経

菩
薩
戒
本
疏
』
を
も
併
せ
用
い
て
理
事
該
明
な
ら
し
め
た
も
の

で
あ（

４
）る。

　

特
に
、
本
論
で
は
、
右
記
の
内
容
を
検
証
し
、
そ
の
上
で
、
近
世

洞
門
の
学
僧
が
記
し
た
『
梵
網
経
』
関
係
の
文
献
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
た
い
。

二
、
指
月
慧
印
『
禅
戒
篇
』
に
お
け
る
『
梵
網
経
』
註
疏
の
影
響

　

前
項
で
述
べ
た
通
り
、
近
世
洞
門
の
禅
戒
関
係
文
献
に
は
、『
梵

網
経
』
註
疏
の
影
響
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
指
月

慧
印
（
一
六
八
九
〜
一
七
六
四
）
の
『
禅
戒
篇
』（
享
保
二
〇
年

﹇
一
七
三
五
﹈
成
立
・
元
文
二
年
﹇
一
七
三
七
﹈
版
）
は
、
十
重
禁

戒
の
解
釈
で
法
蔵
『
本
疏
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
た
。
今

回
調
べ
た
限
り
で
、
影
響
を
受
け
た
文
献
の
実
態
が
判
明
し
た
た

め
、
報
告
し
て
お
き
た
い
。

　

煩
を
厭
わ
ず
に
『
禅
戒
篇
』「
十
重
禁
戒
」
の
一
で
あ
る
「
第
三

不
貪
婬
」
の
項
目
を
全
文
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　
　

第
三
不
貪
婬
。
謂
諸
苦
所
因
貪
欲
為
本
。
貪
染
婬
蕩
生
死
輪

廻
。
罪
獄
枷
鎖
欲
海
険
浪
。
①
智
度
論
曰
。
婬
欲
心
雖
不
惱
衆

生
。
心
繋
縛
故
爲
大
罪
也
。
僧
祇
律
云
。
可
畏
之
甚
無
過
女

人
。
敗
正
壊
徳
無
不
由
之
。
正
法
念
處
經
曰
。
世
間
男
得
苦
皆

由
於
女
人
。
天
中
大
繋
縛
無
過
於
女
色
。
当
知
畢
竟
因
繋
縛

故
。
敗
壊
正
徳
為
大
過
罪
。
常
亂
定
心
令
失
禪
失
念
。
智
度
論

曰
。
此
之
五
欲
禅
家
正
障
。
又
是
魔
意
損
害
衆
生
。
②
華
厳

曰
。
是
五
欲
者
衆
魔
境
界
。
愚
人
所
行
。
諸
佛
訶
責
。
①
又

曰
。
是
障
道
法
。
能
障
生
天
。
況
無
上
道
。
蓋
此
鄙
事
①
染
情

逸
蕩
耽
滞
専
固
。
故
謂
之
婬
。
③
戒
律
之
中
易
犯
難
護
者
是
之

已
。
依
字
書
淫
字
二
。
水
偏
婬
是
為
過
咎
。
過
也
溢
也
。
女
偏

婬
是
為
邪
私
。
私
逸
也
。
凡
情
滞
色
欲
名
婬
欲
。
亦
名
淫
色
淫

荒
。
五
子
内
作
色
荒
。
外
荒
禽
荒
。〈
註
迷
亂
曰
荒
。〉
若
約
吾

教
名
不
浄
行
。
謂
愛
染
汙
心
故
。
又
名
非
梵
行
。
謂
非
浄
法

行
。
謂
非
浄
法
行
故
。
行
此
非
法
汙
浄
戒
故
。
皆
以
行
名
焉
。
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若
依
一
途
。
在
家
制
邪
不
制
正
。
若
如
法
王
心
地
之
戒
。
不
問

道
俗
一
切
皆
制
。
以
此
貪
淫
自
無
慈
起
故
也
。
如
境
有
男
女
鬼

畜
死
屍
等
。
心
有
軽
中
重
。
今
不
論
子
細
。
纔
發
心
趣
境
。
爲

人
通
情
。
敎
令
作
等
。
皆
爲
過
犯
。
凡
佛
子
之
所
事
。
雖
逢
苦

逼
不
忘
住
慈
悲
孝
順
。
以
如
來
清
白
行
救
度
衆
生
。
豈
作
損
己

壊
人
。
汙
辱
我
道
鄙
劣
悪
行
。
其
因
縁
法
業
審
思
察
焉
。
④
宗

傳
曰
。
心
境
如
如
解
脱
門
開
。
夫
心
不
如
染
行
貪
著
故
。
⑤
追

求
愛
慕
明
心
晦
昧
。
無
而
忽
生
。
有
而
無
蹤
。
古
鏡
當
臺
歴
劫

無
瑕
。
紛
然
一
念
遂
生
塵
埃
。
形
影
相
磨
有
貪
求
妒
害
生
。
以

彼
違
順
致
是
喜
怒
。
此
因
是
物
自
甘
纏
縛
。
莫
憂
是
物
己
迷
逐

己
迷
逐
物
。
自
迷
無
處
本
誤
鏡
像
。
鏡
像
本
無
眞
僞
可
著
。
無

著
之
宗
入
心
境
如
如
。
持
犯
齋
如
如
解
脱
門
開
。
戲
於
佛
子
自

他
同
會
清
白
梵
行
。
豈
忍
纏
縛
穢
辱
二
世
。
唯
重
法
檢
情
。
是

鄙
劣
不
仁
何
復
爲
之（

５
）哉。

　

こ
の
内
、
①
と
し
た
部
分
は
法
蔵
『
本
疏
』
か
ら
の
引
用
で
あ

る
。
だ
が
、
そ
の
①
の
間
に
挿
入
さ
れ
る
②
は
、
鳳
潭
が
編
集
・
註

記
し
た
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
紀
要
（
以
下
、『
本
疏
紀
要
』
と
略

記
）』
の
註
記
部
分
と
な
っ
て
い（

６
）る。『
本
疏
紀
要
』
の
刊
行
年
次
か

ら
は
『
禅
戒
篇
』
に
引
用
さ
れ
た
こ
と
も
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
③
は
、
①
と
②
が
混
在
し
て
い
る
。『
本
書
』
本
文
に
『
本
疏

紀
要
』
で
入
れ
た
割
注
な
ど
を
、
一
つ
の
文
章
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

④
は
「
宗
傳
曰
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
教
授
（
戒
）
文
』
か
ら

の
引
用
で
あ
り
、
④
は
『
教
授
（
戒
）
文
』
に
対
す
る
指
月
の
解
釈

と
な
る
。

　

よ
っ
て
、
先
に
挙
げ
た
乙
堂
の
指
摘
は
、『
本
疏
』
そ
の
も
の
と

い
う
よ
り
、
鳳
潭
『
本
疏
紀
要
』
を
指
し
て
い
た
と
理
解
し
て
良

い
。
そ
し
て
、
曹
洞
宗
内
で
も
、
そ
の
影
響
が
見
て
取
れ
た
わ
け
で

あ
る
。

　

な
お
、
先
行
研
究
で
は
他
に
『
本
疏
』
の
影
響
を
受
け
た
文
献
と

し
て
月
潭
全
龍
『
大
戒
要（

７
）文

』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
書
は
、
指
月

『
禅
戒
篇
』
の
影
響
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
と
は
別
に
『
本
疏
』

か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。『
曹
洞
宗
全
書
』
所
収
本
の
場
合
、
例

え
ば
先
に
検
討
し
た
「
第
三
不
貪
婬
」
で
見
て
い
く
と
、『
教
授
戒

文
』
の
本
文
を
挙
げ
、『
禅
戒
篇
』
の
指
月
の
註
釈
を
挙
げ
、
更
に

『
一
心
戒
文
』
を
引
き
、『
梵
網
経
』
巻
下
の
本
文
を
引
い
て
、
そ
の

後
に
、「
賢
首
」
と
あ
る
た
め
、
法
蔵
の
『
本
疏
』
か
ら
も
引
用
し

て
い
る
。
な
お
、『
智
論
』
と
あ
っ
て
、『
大
智
度
論
』
か
ら
の
引
用

に
見
え
る
箇
所
や
『
十
地
論
』
な
ど
も
、
実
態
と
し
て
は
『
本
疏
』
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か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
宝
積
経
』
か
ら
の
引
用
だ
と

さ
れ
る
「
寶
積
經
云
、
女
人
地
獄
使
、
能
斷
佛
種
子
、
外
面
似
菩

薩
、
内
心
如
夜
叉
」
に
つ
い
て
は
、
万
仞
道
坦
『
禅
戒
鈔
』
か
ら
の

引
用
で
あ
る
と
推
定
さ
れ（

８
）る。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
「
大
賢
曰
」

と
し
て
『
梵
網
経
古
迹
記
』（
各
戒
文
の
条
文
名
も
、『
古
迹
記
』
か

ら
採
っ
て
い
る
）
か
ら
引
用
し
、
末
尾
に
は
面
山
瑞
方
『
永
福
面
山

和
尚
説
戒
』
か
ら
の
引
用
も
見
え
る
。
結
果
的
に
、『
大
戒
要
文
』

で
は
『
本
疏
』
か
ら
の
引
用
は
あ
る
が
、『
本
疏
紀
要
』
で
は
な
い

と
判
断
し
て
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

月
潭
の
生
没
年
は
？
〜
一
八
六
五
年
と
江
戸
時
代
末
期
で
あ
り
、

先
に
挙
げ
た
乙
堂
の
見
解
が
発
せ
ら
れ
た
状
況
や
、
鳳
潭
『
本
疏
紀

要
』
刊
行
か
ら
も
一
定
の
年
月
が
経
ち
、「
十
重
禁
戒
」
の
学
び
の

方
法
が
変
容
し
て
い
て
も
不
自
然
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。

　

ま
た
、「
十
重
禁
戒
」
を
含
む
、「
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
」
へ
の
学
び

は
、
経
豪
『
梵
網
経
略
抄
』
の
発
見
・
書
写
に
よ
り
、
万
仞
道
坦
に

よ
る
研
究
が
『
禅
戒
鈔
』『
禅
戒
本
義
』
そ
の
他
の
成
果
へ
と
結
実

し
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
は
、
厳
密
に
言
え
ば
『
梵
網
経
』
そ
の
も
の

へ
の
学
び
と
い
う
よ
り
、
宗
旨
と
し
て
の
「
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
」
あ

る
い
は
『
教
授
戒
文
』
へ
の
参
究
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
本
論
で
の
考
察
に
入
れ
て
い
な
い
。

三
、『
梵
網
経
古
迹
記
』
の
影
響

　

前
項
で
、
指
月
『
禅
戒
篇
』
へ
の
法
蔵
『
本
疏
』
並
び
に
鳳
潭

『
本
疏
紀
要
』
の
影
響
を
見
た
が
、
他
の
文
献
ま
で
調
査
を
広
げ
る

と
、
太
賢
『
古
迹
記
』
の
影
響
の
方
が
強
い
印
象
で
あ
る
。
本
論
で

は
、
そ
の
事
例
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
先
に
挙
げ
た
乙
堂
の
見
解
に
は
「
補
忘
抄
述
古
迹
抄
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
、
南
都
西
大
寺
定
泉
（
一
二
七
三
〜
？
）
に
よ
る

『
梵
網
古
迹
補
忘
鈔
』（
寛
文
二
年
﹇
一
六
六
二
﹈
版
な
ど
）
と
、
編

著
者
不
明
の
『
梵
網
経
古
迹
抄
』（
寛
永
二
一
年
﹇
一
六
四
四
﹈
版

な
ど
）
な
ど
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（「
述
」
は
不
明
）。
そ
れ
ぞ
れ
江
戸

期
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
乙
堂
が
目
に
す
る
機
会
も
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
乙
堂
は
江
戸
時
代
に
は
『
古
迹
記
』
が
先
行
的
に
学
ば
れ
て

い
た
様
子
を
伝
え
、
そ
れ
が
鳳
潭
に
よ
っ
て
『
本
疏
紀
要
』
の
影
響

力
が
強
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
近
世
洞
門
で
は
指
月
『
禅
戒

篇
』
を
貴
重
な
例
外
と
し
つ
つ
、『
本
疏
』
よ
り
も
『
古
迹
記
』
が

好
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
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岡
田
宜
法
氏
の
『
日
本
禅
籍
史（

９
）論

』
は
、
近
世
江
戸
期
に
構
築
さ

れ
た
曹
洞
宗
祖
師
の
著
作
解
題
を
網
羅
的
に
紹
介
す
る
成
果
で
あ
る

が
、『
梵
網
経
』
に
因
む
題
名
を
持
つ
著
作
を
見
て
い
く
と
、
以
下

の
よ
う
な
成
果
が
見
ら
れ
る
。

　

・
面
山
瑞
方
『
梵
網
戒
本
口
訣
』
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
序

　

・
面
山
瑞
方
『
梵
網
古
迹
戒
題
鈔
』
年
代
不
明

　

・
面
山
瑞
方
『
梵
網
経
末
偈
註
』
年
代
不
明

　

・
宝
巌
興
隆
『
梵
網
古
迹
記
略
』
年
代
不
明

　

宝
巌
に
よ
る
関
連
著
作
は
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
Ｄ
Ｂ
」
で
、

更
に
以
下
の
二
本
も
挙
げ
る
。

　

・
宝
巌
興
隆
『
梵
網
経
述
記
冠
註
』
年
代
不
明

　

・
宝
巌
興
隆
『
梵
網
経
述
記
集
解
』
年
代
不
明

　

あ
く
ま
で
も
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
以
上
の
通
り
、
面
山
瑞

方
（
一
六
八
三
〜
一
七
六
九
）
と
宝
巌
興
隆
（
一
六
九
一
〜
一
七
六

九
）
に
『
古
迹
記
』
に
因
む
文
献
が
確
認
さ
れ
た
。
な
お
、
面
山
の

『
梵
網
戒
本
口
訣
（
ま
た
は
『
梵
網
素
本
口
訣
』
と
も
）』
は
題
名
か

ら
は
分
か
ら
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
『
古
迹
記
』
の
影
響
が
強

い
。

　

面
山
と
宝
巌
の
両
者
は
、
生
年
こ
そ
面
山
が
早
い
が
没
年
は
同
じ

で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
活
動
し
た
と
見
て
良
く
、『
梵
網
経
』
へ

の
接
し
方
に
つ
い
て
諸
事
比
較
検
討
し
た
か
っ
た
が
、
現
段
階
で
は

宝
巌
に
つ
い
て
報
告
す
る
内
容
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
た
め
、
以
下

は
主
と
し
て
面
山
の
事
績
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
う
。

　

一
点
、
宝
厳
の
著
作
と
し
て
『
仏
典
疏
鈔
目
録
』（
上
下
巻
）
が

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
巻
一
に
収
録
さ
れ
、
巻
上
の
「
梵
網
経
疏
鈔

目
録
」
に
は
、
自
身
の
著
作
と
し
て
『
梵
網
経
述
記
集
解
』
の
み
見

え
、
他
の
二
本
が
見
え
な
い
。
よ
っ
て
、
成
立
順
と
し
て
は
、『
梵

網
経
述
記
集
解
』
が
早
か
っ
た
と
推
定
で
き
る
く
ら
い
で
あ
る
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
末
期
の
全
苗
月
湛
（
一
七
二
八
〜
一
八
〇
三
）

に
は
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
と
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
、

そ
れ
ぞ
れ
『
古
迹
記
』
を
大
衆
に
提
唱
し
た
記
録
が
見
ら
れ
）
10
（

る
。

四
、
面
山
瑞
方
と
『
梵
網
経
古
迹
記
』

　

面
山
瑞
方
に
は
『
梵
網
戒
本
口
訣
』
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
内
容
は

『
古
迹
記
』
の
影
響
が
大
き
い
。
そ
れ
は
、
面
山
自
身
の
参
学
過
程

に
由
来
す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　
　

弱
年
ノ
比
、
ア
ル
眞
言
律
師
ノ
梵
網
古
迹
ヲ
講
ゼ
ラ
レ
シ
時

ニ
、
ソ
ノ
室
ニ
、
獨
参
シ
テ
〈
以
下
）
11
（
略
〉
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そ
こ
で
、『
面
山
年
）
12
（
譜
』
よ
り
、
面
山
に
よ
る
『
梵
網
経
』
参
学

の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　
　

元
禄
一
四
年
（
一
九
歳
）　

湛
堂
律
師
の
梵
網
古
迹
を
講
ず
る

を
聞
く
。
因
み
に
湛
堂
に
就
い
て
熟
、
梵
網
素
本
の
始
末

を
聞
く
。

　
　

宝
永
四
年
（
二
五
歳
）　

又
、
高
麗
寺
志
鴻
沙
弥
は
、
叡
山
霊

空
の
徒
な
り
、
時
来
宿
し
て
、
天
台
梵
網
義
疏
を
商
量
す
。

　
　

宝
永
五
年
（
二
六
歳
）　

冬
十
一
月
五
日
、
師
、
臂
香
及
び
指

燈
を
焼
き
諸
佛
を
供
養
す
、
專
ら
梵
網
の
聖
訓
に
順
う
。

　
　

宝
暦
一
一
年
（
七
九
歳
）　

四
月
十
六
日
を
以
て
梵
網
経
古
迹

を
開
演
し
、
五
月
十
四
日
に
終
わ
る
。

　
　

宝
暦
一
二
年
（
八
〇
歳
）　

閏
四
月
末
を
以
て
、
泉
湧
通
玄
院

に
移
り
、
梵
網
素
本
口
訣
を
述
す
。

　

以
上
の
事
績
と
な
る
が
、
先
の
『
梵
網
戒
本
口
訣
』
で
挙
げ
ら
れ

た
、「
ア
ル
眞
言
律
師
」
と
は
、
湛
堂
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
湛
堂
に
つ
い
て
、
面
山
は
以
下
の
よ
う
に
も

書
き
記
し
て
い
る
。

　
　

自
ら
案
ず
る
に
、
曾
て
元
祿
十
四
、
歳
辛
巳
に
舎
る
。
餘
歳
十

九
の
冬
、
肥
前
高
來
郡
清
光
山
江
東
寺
の
慧
眼
實
朗
禪
師
の
法

幢
會
に
安
居
し
て
、
律
師
湛
堂
慧
淑
の
梵
網
古
迹
を
講
ず
る
を

聴
）
13
（
く
。

　

よ
っ
て
、
河
内
野
中
寺
六
世
で
近
江
安
養
寺
開
山
の
真
言
律
・
湛

堂
慧
淑
（
一
六
六
九
〜
一
七
二
）
14
（
〇
）
か
ら
、
面
山
が
ま
だ
熊
本
に
い

た
頃
に
『
梵
網
経
古
迹
記
』
の
講
義
を
聞
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
湛
堂
は
多
く
の
著
作
を
残
し
、
主
と
し
て
道
宣
『
教
誡
新

学
比
丘
行
護
律
儀
』
に
因
む
も
の
は
各
種
目
録
等
に
も
掲
載
さ
れ
る

が
、『
古
迹
記
』
に
直
接
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
名
称
を
持
つ
著
作
は

見
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
面
山
へ
の
影
響
は
、
面
山
の
著
作
か
ら
類

推
す
る
し
か
無
い
が
、『
古
迹
記
』
に
依
拠
し
て
提
唱
な
ど
を
行
う

契
機
を
作
っ
た
人
と
評
価
出
来
よ
う
。

　

宝
永
四
年
は
、
相
模
老
梅
庵
で
閉
門
し
て
い
た
時
の
一
件
で
あ

る
。
高
麗
寺
（
現
在
の
神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
高
麗
に
所
在
し
て
い

た
）
は
明
治
期
の
神
仏
分
離
の
影
響
で
廃
寺
（
寺
内
の
仏
像
な
ど
は

子
院
だ
っ
た
同
町
内
の
慶
覚
院
に
収
蔵
）
と
な
っ
た
天
台
宗
の
寺
院

だ
が
、
江
戸
時
代
は
東
照
大
権
現
を
勧
請
す
る
な
ど
し
、
参
拝
者
も

多
か
っ
た
と
も
い
う
。
そ
し
て
、
同
寺
に
は
比
叡
山
の
霊
空
光
謙

（
一
六
五
二
〜
一
七
三
九
）
の
弟
子
で
あ
る
志
鴻
沙
弥
が
い
て
、
面

山
と
『
天
台
梵
網
義
）
15
（
疏
』
に
つ
い
て
議
論
し
た
様
子
が
伝
わ
る
。
霊
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空
と
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
安
楽
律
を
主
張
し
、
比
叡
山
に
律
儀
を
導

入
し
て
僧
侶
の
弊
風
を
更
改
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、

湛
堂
を
証
明
と
し
て
受
具
し
）
16
（
た
た
め
、
面
山
の
律
学
の
学
び
に
、
当

時
の
真
言
律
の
影
響
が
あ
っ
た
と
見
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

　

宝
永
五
年
の
一
事
は
、『
梵
網
経
』「
第
十
六
軽
戒
」
に
見
え
る

「
若
燒
身
燒
臂
燒
指
。
若
不
燒
身
臂
指
供
養
諸
佛
非
出
家
菩
）
17
（
薩
」
の

一
節
、
い
わ
ゆ
る
「
捨
身
供
養
」
を
面
山
自
身
が
実
践
し
た
こ
と
を

い
う
。「
捨
身
供
養
」
は
、
洞
門
の
授
戒
会
に
導
入
さ
れ
た
が
、
本

文
で
は
「
出
家
菩
薩
」
の
行
う
べ
き
こ
と
と
し
て
示
し
て
お
り
、
そ

れ
が
面
山
を
し
て
「
專
ら
梵
網
の
聖
訓
に
順
」
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

宝
暦
一
一
年
の
事
績
は
、
建
仁
寺
福
聚
院
で
の
一
事
で
あ
る
。
詳

細
は
後
述
す
る
。

　

ま
た
、
宝
暦
一
二
年
の
事
績
と
は
『
梵
網
戒
本
口
訣
』
の
こ
と
で

あ
る
。『
面
山
年
譜
』
で
、『
梵
網
素
本
口
訣
』
と
し
て
表
記
さ
れ
て

い
る
関
係
で
、
目
録
の
一
部
で
は
著
作
名
も
そ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る
が
、
侍
者
慧
観
が
筆
記
し
開
版
さ
れ
た
版
本
は
『
梵
網

戒
本
口
訣
』
と
題
さ
れ
て
い
る
。
慧
観
は
「
吾
老
師
、
者
囘
、
洛
東

ノ
建
仁
ニ
住
ス
、
合
山
衆
ノ
請
ニ
テ
梵
網
素
本
ノ
大
槩
ヲ
講
述
）
18
（
ス
」

と
す
る
た
め
、
面
山
が
『
梵
網
経
』
の
素
本
（
書
き
入
れ
な
ど
が
な

い
本
）
を
開
示
し
た
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
方
で
面
山
自
身
は

「
文
ニ
入
テ
ハ
則
チ
青
丘
ヲ
假
）
19
（
リ
」
と
す
る
よ
う
に
、
青
丘
太
賢

『
古
迹
記
』
を
参
照
し
て
い
る
。

　

更
に
、
面
山
に
は
『
梵
網
古
迹
戒
題
鈔
』
も
残
り
、
題
名
か
ら

『
古
迹
記
』
に
因
む
著
作
で
あ
る
。
同
書
は
解
決
す
べ
き
複
数
の
問

題
を
含
む
が
、
詳
細
は
後
述
す
る
。

五
、
面
山
瑞
方
『
梵
網
古
迹
戒
題
鈔
』
解
題

　

以
前
か
ら
、
本
書
の
題
名
は
知
っ
て
い
た
が
、
こ
の
度
、
写
本
が

二
本
入
手
で
き
た
た
め
、
そ
の
内
の
一
本
『
永
福
老
人
梵
網
古
迹
戒

題
鈔
（
以
下
、『
戒
題
鈔
』
と
略
記
）』
を
翻
刻
し
て
検
討
し
た
い
。

　

一
、
部
数　

一
部

　

一
、
料
紙　

楮
紙

　

一
、
大
き
さ　

縦
二
三
・
五
㎝
×
横
一
五
・
七
㎝

　

一
、
装
丁　

冊
子
本

　

一
、
題
目　

洞
上
空
華
録

　
　
　

内
容　

義
雲
和
尚
拾
遺
語
録
（
正
法
眼
蔵
品
目
頌
）

　
　
　
　
　
　

永
福
老
人
梵
網
古
迹
戒
題
鈔

　
　
　
　
　
　

月
舟
和
尚
夜
話
法
語
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一
、
行
字
数　

毎
葉
一
〇
行
・
各
行
二
五
〜
三
〇
字

　

一
、
書
写
年　

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

　

一
、
筆
記
者　

童
龍
杜
多

　

一
、
所
蔵
者　

旧
蔵
・
童
龍
杜
多

　
　
　
　
　
　
　

現
在
・
菅
原
研
州

　

な
お
、
筆
者
は
『
永
福
瑞
芳
面
山
和
尚
梵
網
古
迹
戒
題
録
（
以

下
、『
戒
題
録
』
と
略
記
）』
と
題
さ
れ
た
一
本
を
含
む
写
）
20
（
本
も
所
持

し
て
い
る
。
筆
致
や
紙
質
な
ど
か
ら
、『
戒
題
録
』
は
江
戸
時
代
の

写
本
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
筆
記
者
や
書
写
年
な
ど
は
確
定

で
き
て
い
な
い
。
更
に
、
内
容
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
明
ら
か
な
乱

丁
も
見
ら
れ
た
た
め
、
よ
り
良
質
な
写
本
と
判
断
し
、
童
龍
書
写
の

一
本
を
翻
刻
し
、
本
論
末
尾
に
附
録
し
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、『
戒
題
鈔
』
に
は
成
立
の
年
月
日
や
執
筆
場
所
な
ど

の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
本
書
の
題
名
は
各
種
目
録
に

載
り
、
ま
た
、
岸
澤
惟
安
（
一
八
六
五
〜
一
九
五
五
）
は
自
ら
も
そ

の
写
本
を
所
持
し
た
こ
と
を
挙
げ
）
21
（
る
。
た
だ
し
、
詳
細
な
研
究
は
、

管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、『
面
山
年
譜
』

で
は
宝
暦
一
一
年
に
建
仁
寺
福
聚
院
で
『
古
迹
記
』
を
開
示
し
た
と

伝
わ
）
22
（
る
た
め
、
そ
の
関
係
性
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、『
戒
題

鈔
』
執
筆
の
動
機
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

・
梵
網
ハ
天
台
ヤ
法
藏
ヤ
コ
ノ
古
迹
等
多
品
ノ
注
ア
レ
ト
モ
古
迹

ノ
戒
題
等
ト
畧
説
ニ
テ
詳
悉
ナ
ル
ハ
ナ
シ
在
家
ノ
男
女
ハ
受
戒

シ
テ
モ
軽
重
ノ
相
ヲ
モ
シ
リ
分
ル
ヿ
難
キ
故
ニ
戒
題
ハ
カ
リ
ヲ

鈔
シ
テ
ソ
ノ
㫖
ヲ
教
化
ス
ル
ナ
）
23
（
リ

　

・
此
ノ
戒
題
鈔
ハ
在
家
ノ
菩
薩
戒
ヲ
受
シ
信
心
ナ
ル
戒
弟
ノ
為
ニ

ム
ツ
カ
シ
カ
ラ
ヌ
羊
ニ
道
理
ハ
カ
リ
ヲ
説
テ
教
ル
ナ
リ
大
賢
ノ

古
迹
ノ
題
号
ガ
梵
網
ノ
注
十
七
通
リ
ノ
中
ニ
テ
至
極
相
應
ナ
ル

故
ニ
其
題
号
ヲ
荒
抄
ス
ル
ナ
リ
戒
子
等
諦
カ
ニ
聴
テ
信
ス
ベ
）
24
（

シ

　

つ
ま
り
、
面
山
は
菩
薩
戒
を
受
け
た
在
家
信
者
の
た
め
に
本
書
を

開
示
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
内
容
は
、
一
部
出
家
者
向
け
の

も
の
も
あ
る
が
、
全
体
の
方
針
は
上
記
の
通
り
で
あ
っ
た
と
見
て
良

い
。
そ
こ
で
、
面
山
は
改
め
て
青
丘
太
賢
『
古
迹
記
』
が
各
戒
に
付

け
た
題
に
つ
い
て
、『
梵
網
経
』
註
釈
書
一
七
通
り
の
中
で
最
も
優

れ
て
い
る
と
評
す
る
。
ま
た
、「
古
迹
ノ
戒
題
等
ト
畧
説
ニ
テ
詳
悉

ナ
ル
ハ
ナ
シ
」
と
も
主
張
す
る
が
、
近
い
内
容
を
持
つ
文
献
と
し

て
、
浄
厳
覚
彦
（
一
六
三
九
〜
一
七
〇
二
）
の
『
菩
薩
戒
諺
註
』
が

延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
三
月
に
「
京
都
書
林
柳
枝
軒
」
よ
り
開
版

さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
同
書
は
「
一
リ
ノ
信
士
ノ
為
メ
ニ
太
賢
ノ
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古
迹
ニ
就
テ
其
ノ
戒
題
ヲ
掲
ケ
テ
俚
諺
ヲ
其
ノ
下
ニ
加
ヘ
テ
将
サ
ニ

秉
持
ニ
便
リ
セ
ン
ト
ス
ル
也
」（「
自
叙
」）
と
あ
っ
て
、
面
山
の
執

筆
動
機
と
余
り
変
わ
ら
な
い
が
、
内
容
は
全
く
異
な
る
。
面
山
は
、

畢
竟
じ
て
宗
門
の
宗
旨
に
近
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
単
純
に
面
山
が
浄
厳
の
著
作
を
知
ら
な
か
っ
た
可
能
性

し
か
考
え
ら
れ
な
い
が
、
面
山
と
柳
枝
軒
の
関
係
を
思
う
と
、
そ
う

結
論
付
け
る
こ
と
も
難
し
い
。
ま
た
、『
仏
祖
正
伝
大
戒
訣
或
問
』

「
日
本
モ
ト
ヨ
リ
大
乘
國
第
二
十
」
の
「
今
世
ニ
眞
言
律
・
天
台

律
・
淨
土
律
ナ
ド
云
）
25
（

ハ
」
と
い
う
記
）
26
（

述
か
ら
は
、
面
山
が
同
時
代
の

律
学
復
興
を
承
知
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
更
に
、

洞
門
内
で
も
隠
之
道
顕
（
一
六
六
三
〜
一
七
二
九
）
は
、
二
五
歳

（
一
六
八
七
年
）
の
時
に
江
戸
霊
雲
寺
に
て
浄
厳
に
参
じ
）
27
（

た
。
面
山

は
一
時
的
に
隠
之
に
参
じ
る
な
ど
関
係
は
浅
く
な
い
た
め
、
何
か
を

聞
い
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
更
に
、
面
山
が
族
兄
と
慕
っ
た
頓

了
房
慈
教
兼
通
（
一
六
七
四
〜
一
七
二
一
）
が
一
六
歳
（
一
六
八
九

年
）
の
時
に
浄
厳
に
呼
ば
れ
て
参
じ
た
こ
と
を
、
面
山
自
身
が
記
録

し
て
い
）
28
（
る
こ
と
を
思
う
と
、
不
自
然
さ
が
残
る
が
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

　

ま
た
、『
戒
題
鈔
』
と
類
似
し
た
文
献
と
し
て
、
学
如
『
梵
網
経

分
受
学
海
』
巻
下
（
安
永
七
年
﹇
一
七
七
八
﹈
序
）
や
、
諦
忍
妙
竜

（
一
七
〇
五
〜
一
七
八
六
）
の
『
梵
網
経
要
解
』（
明
和
五
年
﹇
一
七

六
八
﹈
序
）
な
ど
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
前
者
は
年
代
的
に
面
山
へ
の

影
響
は
し
て
お
ら
ず
、
後
者
に
つ
い
て
も
『
戒
題
鈔
』
へ
の
影
響
は

無
か
っ
た
と
見
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
註
釈
方
針
も
面
山
と

は
異
な
る
。

　

さ
て
、
面
山
は
先
の
通
り
『
古
迹
記
』
を
重
ん
じ
た
よ
う
に
見
え

る
が
、『
梵
網
戒
本
口
訣
』
で
は
各
註
釈
書
へ
一
定
の
批
判
を
寄
せ

る
様
子
が
見
ら
れ
る
。

　

・
タ
ト
ヒ
天
台
法
藏
ト
テ
モ
、
聖
位
ニ
入
リ
シ
人
ニ
ア
ラ
子
バ
、

述
撰
ニ
ア
ヤ
マ
リ
モ
ア
ル
ナ
）
29
（

リ
、

　

・
シ
カ
ル
ヲ
退
菩
提
心
戒
ト
号
シ
テ
、
輕
戒
ノ
中
ニ
入
レ
ラ
レ
シ

ハ
大
賢
ノ
疎
忽
ナ
リ
ト
云
、
佛
意
ハ
シ
カ
ニ
ハ
ア
ラ
）
30
（

ズ
、

　

前
者
は
、『
梵
網
経
』
の
註
釈
を
、
全
二
巻
に
わ
た
っ
て
行
っ
た

か
、
下
巻
の
み
だ
っ
た
か
と
い
う
議
論
に
つ
い
て
評
し
た
も
の
で
あ

る
。
後
者
は
、『
梵
網
経
』「
四
十
八
軽
戒
」
の
内
の
、「
退
菩
提
心

戒
第
三
十
四
」
が
、
内
容
は
重
戒
に
及
ぶ
も
、
太
賢
が
軽
戒
と
し
て

扱
っ
た
理
由
へ
の
推
論
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
面
山
は
従
来
の

『
梵
網
経
』
註
疏
に
つ
い
て
、
是
非
を
付
け
つ
つ
活
用
し
た
様
子
が
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分
か
る
。

六
、『
梵
網
古
迹
記
戒
題
鈔
』
の
特
徴
に
つ
い
て

　
『
戒
題
鈔
』
は
在
家
信
者
を
意
識
し
て
説
か
れ
て
お
り
、
全
体
と

し
て
は
漢
字
カ
ナ
交
じ
り
の
平
文
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
読
み
易

い
。
ま
た
、
全
体
を
通
し
て
、
引
用
文
な
ど
も
少
な
く
、
面
山
自
身

の
文
章
か
ら
思
想
的
内
容
を
探
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

※
「
十
重
禁
戒
」
に
つ
い
て

　

本
書
は
『
梵
網
経
』
巻
下
に
説
か
れ
る
十
重
四
十
八
軽
戒
に
つ
い

て
、『
古
迹
記
』
で
付
け
た
各
戒
の
名
称
に
基
づ
い
て
示
し
た
教
え

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
十
重
禁
戒
」
は
宗
門
の
い
わ
ゆ
る
「
仏
祖

正
伝
菩
薩
戒
」
で
伝
授
さ
れ
る
十
六
条
戒
に
含
ま
れ
、
面
山
が
但
馬

大
用
寺
で
行
っ
た
説
戒
を
収
録
し
た
『
若
州
永
福
和
尚
説
戒
（
以

下
、『
説
戒
』
と
略
）
31
（

記
）』
に
も
共
通
し
た
内
容
が
見
え
る
。
比
較
を

行
っ
た
結
果
、
以
下
の
知
見
を
得
た
。

①
『
戒
題
鈔
』
は
在
家
信
者
を
想
定
し
た
内
容
で
あ
る
。

　

十
重
禁
戒
の
中
で
、
出
家
・
在
家
で
護
持
の
方
法
が
顕
著
に
分
か

れ
る
の
は
「
第
三
不
貪
婬
戒
（
無
慈
行
欲
戒
第
三
）」（
以
下
、
引
用

時
は
戒
題
の
み
を
挙
げ
る
）
に
な
る
が
、
本
書
は
在
家
の
立
場
の
み

指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、「
第
五
不
酤
酒
戒
（
酤
酒
生
罪
戒
第
五
）」

も
「
コ
レ
ハ
在
家
ノ
菩
薩
バ
カ
リ
ニ
カ
ヽ
ル
」
と
し
て
い
る
。

②
『
戒
題
鈔
』
で
は
十
重
禁
戒
の
前
四
戒
を
、
声
聞
戒
と
の
比
較
を

行
っ
て
い
る
が
、『
説
戒
』
に
は
見
え
な
い
。

　

②
だ
が
、『
戒
題
鈔
』
に
は
以
下
の
一
節
が
確
認
さ
れ
る
。

　
　

右
ノ
殺
盗

ヲ
四
重
禁
ト
テ
声
聞
戒
ノ
方
テ
ハ
モ
シ
犯
ア
レ

ハ
一
生
ノ
中
ニ
懴
悔
ヲ

（『
戒
題
録
』
に
は
、

無
し
）
セ

ス
菩
薩
戒
ノ
方
テ
ハ
十
重
ノ
初
メ
ナ
レ
ト
モ
（
非
ヲ
）
知
レ
ハ

懴
悔
ヲ
ユ
ル
ス

　

右
の
一
節
は
、『
戒
題
鈔
』
の
み
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
た
め
、

『
戒
題
録
』
で
補
っ
た
。
要
す
る
に
、
声
聞
戒
で
は
、
四
重
禁
（
四

波
羅
夷
）
を
破
れ
ば
懴
悔
は
出
来
な
い
が
、
菩
薩
戒
で
は
十
重
禁
戒

の
初
め
に
含
ま
れ
る
重
戒
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
非
を
知
れ
ば
懴
悔

出
来
る
と
い
う
。
面
山
は
『
仏
祖
正
伝
大
戒
訣
』
巻
中
「
第
九
懴
悔

大
意
」
で
『
梵
網
経
』「
第
四
十
一
悪
求
弟
子
戒
」
を
引
い
て
十
戒

全
体
へ
の
懴
悔
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
指
摘
し
て
い
る
が
、
上
記
内

容
と
必
ず
し
も
一
致
は
し
な
い
。

③
十
重
禁
戒
の
中
で
、
更
に
軽
重
を
論
じ
る
こ
と
は
同
じ
。

　

③
に
関
し
て
は
、『
説
戒
』
が
詳
し
く
、『
戒
題
鈔
』
が
略
さ
れ
た
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印
象
で
は
あ
る
が
、
軽
重
の
基
準
も
含
め
て
、
基
本
は
同
じ
で
あ

る
。
ま
た
、『
説
戒
』
で
は
「
第
二
不
偸
盗
戒
」
な
ど
で
、
霊
芝
元

照
『
四
分
律
行
事
鈔
資
持
記
』
の
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、

略
説
さ
れ
た
『
戒
題
鈔
』
で
典
拠
な
ど
は
、
律
蔵
の
影
響
は
あ
る

が
、
具
体
的
な
書
名
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、「
第
九
不
瞋
恚
戒

（
瞋
不
受
謝
戒
第
九
）」
で
は
、
参
照
さ
れ
た
文
章
と
し
て
「
永
祖
ノ

尊
意
ニ
ハ
タ
ト
ヒ
我
ヲ
殺
サ
ン
ト
巧
ミ
シ
人
モ
心
ヲ
改
テ
受
戒
ヲ
ネ

ガ
ハ
バ
其
ノ
侭
ユ
ル
シ
テ
戒
ヲ
授
ク
ベ
シ
ト
ア
リ
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
、
面
山
本
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
巻
）
32
（

二
に
収
録
さ
れ
た
一
話
を

参
照
し
て
い
る
。

※
「
四
十
八
軽
戒
」
に
つ
い
て

　

続
い
て
、「
四
十
八
軽
戒
」
は
宗
門
の
十
六
条
戒
に
含
ま
れ
な
い

た
め
、
本
文
か
ら
知
見
を
得
て
お
き
た
い
。

①
戒
の
軽
重
の
問
題

　

前
項
で
も
指
摘
し
た
通
り
、
面
山
は
十
重
四
十
八
軽
戒
の
区
分
に

つ
い
て
、
十
重
禁
戒
に
軽
重
の
扱
い
が
あ
る
こ
と
を
説
く
が
、
一
方

で
四
十
八
軽
戒
に
つ
い
て
も
重
戒
の
如
く
扱
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を

主
張
す
る
。「
飲
酒
戒
第
二
」「
放
火
損
生
戒
第
十
四
」
な
ど
で
あ

る
。
ま
た
、『
梵
網
戒
本
口
訣
』
で
は
「
退
菩
提
心
戒
第
三
十
四
」

を
実
質
的
な
重
戒
と
し
て
扱
う
べ
き
こ
と
を
示
す
が
、『
戒
題
鈔
』

で
は
そ
の
指
示
は
無
い
。

②
同
時
代
の
仏
教
界
へ
の
言
及

　

既
に
、
面
山
が
同
時
代
の
律
僧
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は

論
じ
た
が
、「
四
十
八
軽
戒
」
の
中
で
も
、
複
数
の
言
及
が
見
ら
れ

る
。

　
　

近
代
ニ
モ
安
國
寺
瓊
長
老
ノ
如
キ
モ
ノ
ア
リ
テ
後
ニ
四
條
河
原

ニ
テ
討
罸
ニ
ア
ハ
ル
今
時
太
平
ノ
世
ニ
ハ
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ

　

 

「
通
國
使
命
戒
第
十
一
」

　

こ
ち
ら
は
、
一
六
〇
〇
年
に
起
き
た
関
ヶ
原
の
戦
い
で
、
西
軍
に

加
わ
っ
て
お
り
、
同
年
一
〇
月
一
日
に
斬
首
さ
れ
た
安
国
寺
恵
瓊

（
一
五
三
七
？
〜
一
六
〇
〇
）
を
指
し
、「
通
國
使
命
戒
」
に
反
し
た

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

コ
レ
ハ
今
時
ニ
ヲ
ヽ
ク
ア
リ
戒
経
ノ
訣
ヲ
少
シ
モ
シ
ラ
ヌ
文

無
知
ニ
シ
テ
戒
壇
ヲ
立
テ
ヽ
他
ニ
戒
ヲ
授
テ
血
脉
ヲ
與
テ
其
ノ

代
リ
布
施
物
ヲ
取
ル
コ
ト
洞
家
ニ
夛
ク
ア
リ

 

　
「
虚
偽
作
師
戒
第
十
八
」

　

江
戸
期
、
曹
洞
宗
で
は
授
戒
会
興
行
が
熱
心
に
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
面
山
は
そ
の
目
的
が
経
済
的
収
入
（
布
施
物
）
を
得
る
こ
と
に
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な
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
一
節
で
あ
る
。

　
　

ソ
レ
ニ
ツ
ケ
見
ル
ニ
京
ノ
済
下
ヤ
律
院
ナ
ド
ニ
ハ
上
下
ノ
二
種

ノ
出
家
ア
リ
上
ト
云
ハ
小
僧
ニ
テ
モ
客
僧
一3ノ
　ト
リ
次
キ
ヲ
セ
ヌ

下
ト
云
ハ
老
僧
ニ
テ
モ
玄
関
番
ヲ
ツ
ト
ム
ル
今
日
現
ニ
見
ル
所

ロ
ナ
リ
法
中
ニ
ナ
キ
末
世
ノ
弊
風
慚
愧
ス
ベ
シ
永
祖
一
泒
計
リ

ハ
俗
系
圖
ニ
カ
ヽ
ワ
ラ
ズ
百
姓
ノ
子
デ
モ
永
平
ノ
禅
師
ニ
曻
ル

正
法
ト
云
フ
ベ
シ　

 

「
輕
蔑
新
学
戒
第
二
十
三
」

　

表
現
と
し
て
は
、
人
権
的
問
題
に
も
関
わ
り
そ
う
な
も
の
だ
が
、

当
時
の
身
分
制
が
そ
の
ま
ま
寺
院
内
に
も
反
映
さ
れ
て
、
一
部
の
宗

派
で
僧
侶
同
士
の
間
に
身
分
差
が
出
来
て
い
た
こ
と
を
批
判
し
た
一

節
で
あ
る
。
面
山
は
、
僧
侶
の
立
場
の
上
下
と
は
、
出
家
し
た
時
期

の
前
後
の
み
に
由
来
す
る
こ
と
を
主
張
し
、「
見
掛
け
戒
臘
」
を
批

判
し
）
33
（

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
曹
洞
宗
で
は
当
時
、
全
国
の
洞

門
寺
院
の
触
頭
と
な
っ
て
い
た
関
三
刹
の
住
持
と
な
れ
ば
、
そ
こ
か

ら
大
本
山
永
平
寺
の
貫
首
へ
と
転
出
さ
れ
る
様
子
で
あ
っ
た
が
、
本

人
の
生
家
な
ど
が
問
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、

同
様
の
批
判
は
、「
㘴
無
次
第
戒
第
三
十
八
」
で
も
展
開
し
て
い
る
。

　
　

是
レ
ハ
大
乗
戒
ヲ
イ
ヤ
ガ
リ
テ
律
僧
ニ
ナ
リ
タ
カ
ル
ヲ
戒
ム
近

年
江
戸
ノ
東
叡
山
ノ
御
門
主
ガ
圓
頓
戒
ヲ
專
ラ
主
張
セ
ラ
レ
テ

二
乗
律
僧
ノ
類
ヲ
山
ヲ
追
逐
セ
ラ
レ
シ
コ
ノ
戒
ノ
佛
ノ
本
意
ナ

リ 

「
怖
勝
順
劣
戒
第
二
十
四
」

　

右
の
一
条
も
ま
た
、
同
時
代
の
律
学
の
状
況
に
つ
い
て
言
及
し
た

と
こ
ろ
だ
が
、
こ
れ
は
本
書
の
成
立
年
代
に
も
関
わ
る
一
節
か
と
思

わ
れ
る
。
面
山
が
挙
げ
た
「
東
叡
山
ノ
御
門
主
ガ
圓
頓
戒
ヲ
專
ラ
主

張
セ
ラ
レ
テ
」
と
は
、
天
台
宗
に
お
け
る
安
楽
律
論
）
34
（
争
で
、
寛
永
寺

の
第
八
代
貫
首
で
あ
っ
た
公
啓
法
親
王
（
一
七
三
二
〜
一
七
七
二
）

が
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
安
楽
律
を
廃
止
し
、
同
一
二
年
に
更

に
そ
の
体
制
を
強
め
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
天
台
宗

で
の
安
楽
律
は
、
霊
空
光
謙
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
、
そ
の
後
、
寛
永

寺
の
第
五
代
貫
首
で
あ
っ
た
公
弁
法
親
王
（
一
六
六
九
〜
一
七
一

六
）
に
よ
っ
て
宗
派
中
枢
に
ま
で
採
り
入
れ
ら
れ
た
が
、
円
耳
真
流

（
一
七
一
一
〜
？
）
に
よ
っ
て
反
対
運
動
が
惹
起
し
、
公
啓
法
親
王

の
後
援
を
得
て
、
反
安
楽
律
を
強
め
、
結
果
、
宝
暦
年
間
の
状
況
に

至
っ
た
。
面
山
は
、
既
に
論
じ
た
よ
う
に
霊
空
門
下
の
天
台
僧
と
の

交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
自
著
に
お
い
て
大
乗
菩
薩
戒

に
依
拠
し
た
言
説
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
霊
空
と
は
別

の
立
場
と
し
て
、
天
台
宗
な
ど
の
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
た
主
張
だ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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コ
レ
ハ
今
時
モ
ア
ル
叓
ニ
テ
國
ニ
ヨ
リ
テ
堂
伽
藍
ヲ
建
立
ス
ル

ヲ
禁
シ
テ
ユ
ル
サ
ヌ
ア
リ　

 

「
非
法
立
制
戒
第
四
十
七
」

　

徳
川
幕
府
は
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
以
降
、
特
に
寛
永
年

間
・
元
禄
年
間
な
ど
に
、
し
ば
し
ば
寺
院
の
新
地
建
立
を
禁
止

し
）
35
（
た
。
面
山
は
、
そ
れ
を
正
面
か
ら
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
面
山
は
「
四
十
八
軽
戒
」
の
在
家
信
者
へ
の
教
化

の
中
に
、
同
時
代
の
仏
教
界
内
外
の
様
子
を
伝
え
、
よ
り
具
体
的
に

自
ら
の
主
張
を
打
ち
立
て
よ
う
と
し
た
様
子
が
分
か
る
。

※
「
附
録
」
に
つ
い
て

　
『
戒
題
鈔
』
末
尾
に
は
、「
附
録
」
と
称
し
て
、
経
豪
『
梵
網
経
略

抄
』
か
ら
「
第
三
不
婬
）
36
（

戒
」
と
、「
第
五
不
酤
）
37
（

酒
」
を
引
用
し
た
一

文
を
掲
載
す
る
。
特
に
、
前
者
に
つ
い
て
は
慈
悲
と
の
兼
ね
合
い
を

論
じ
て
い
る
た
め
、『
戒
題
鈔
』
で
用
い
た
『
古
迹
記
』
の
戒
題
と

の
関
連
性
を
導
く
意
図
が
あ
っ
た
も
の
か
。

七
、
結
論

　

上
来
、
近
世
洞
門
に
お
け
る
『
梵
網
経
』
の
学
び
に
つ
い
て
、
特

に
指
月
慧
印
『
禅
戒
篇
』
へ
の
鳳
潭
『
本
疏
紀
要
』
の
影
響
と
、
面

山
瑞
方
『
戒
題
鈔
』
の
太
賢
『
古
迹
記
』
の
展
開
を
見
た
。
乙
堂
喚

丑
は
、
自
身
の
学
び
を
踏
ま
え
て
か
、
鳳
潭
の
影
響
の
強
さ
を
記
録

し
た
け
れ
ど
も
、
影
響
は
一
時
的
で
あ
り
、
面
山
に
至
っ
て
は
、
明

ら
か
に
太
賢
『
古
迹
記
』
へ
回
帰
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
変
遷
は
当

時
の
華
厳
宗
の
教
学
論
に
依
拠
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
面
山
自

身
の
律
学
の
学
び
や
、『
古
迹
記
』
の
各
戒
題
の
付
し
方
の
利
点
な

ど
を
見
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
思
想
的
な
意
図
は
感
じ
ら
れ

な
い
。

　

ま
た
、
面
山
自
身
が
晩
年
、
京
都
に
滞
在
し
つ
つ
、
泉
涌
寺
と
の

関
係
を
深
め
た
意
図
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
た
が
、
十
分
な
知
見

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
は
報
告
を
断
念
し
た
。

　

他
に
、
面
山
が
編
集
し
た
『
梵
網
経
』
経
）
38
（

本
は
、
面
山
が
付
し
た

「
梵
網
経
誦
戒
凡
例
」
を
中
心
に
先
行
研
）
39
（

究
が
あ
り
、
今
回
の
検
討

で
は
特
段
の
新
知
見
を
得
た
わ
け
で
は
無
い
。
た
だ
し
、
面
山
の

『
梵
網
経
』
に
対
す
る
態
度
な
ど
は
、
今
少
し
丁
寧
に
見
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
か
と
は
思
う
。

　

ま
た
、
今
回
翻
刻
し
た
『
戒
題
鈔
』
が
従
来
刊
行
等
さ
れ
な
か
っ

た
理
由
と
し
て
、「
非
法
立
制
戒
第
四
十
七
」
に
幕
府
へ
の
批
判
が

存
在
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ま
た
、
近
年
に
至
っ

て
か
ら
は
、
内
容
に
人
権
的
問
題
を
複
数
含
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
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も
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
本
書
が
含
む
人
権
的
問
題
は
、
註
記

の
後
尾
に
記
し
て
お
い
た
た
め
、
閲
覧
等
の
際
に
は
参
照
し
て
い
た

だ
き
、
呉
々
も
注
意
さ
れ
た
い
。

　

本
論
は
、
近
世
江
戸
時
代
の
洞
門
僧
に
よ
る
『
梵
網
経
』
の
学
び

の
、
ご
く
一
部
を
紹
介
す
る
に
留
ま
っ
た
が
、
禅
戒
中
心
の
学
び
で

は
な
い
方
向
か
ら
の
一
視
点
を
提
供
す
る
目
的
は
果
た
せ
た
た
め
、

以
上
で
論
を
終
え
た
い
。

註（
１
） 

菅
原
二
〇
二
一

（
２
） 

本
文
書
を
含
め
た
写
本
『
金
剛
集
録
』
は
、
菅
原
二
〇
二
一
で
解

題
し
た
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
） 

『
金
剛
集
録
』
二
〇
丁
裏
〜
二
一
丁
表

（
４
） 

渡
部
一
九
七
六

（
５
） 

『
禅
戒
篇
』
一
一
丁
表
〜
一
二
丁
裏

（
６
） 

『
本
疏
紀
要
』「
○
初
篇
婬
戒
第
三
」
巻
二
・
一
丁
裏
〜
二
丁
裏
ま

で
の
本
文
及
び
鳳
潭
註

（
７
） 

『
曹
全
』「
禅
戒
」
所
収
本
を
参
照

（
８
） 

『
禅
戒
鈔
』
一
二
丁
表

（
９
） 

『
日
本
禅
籍
史
論
』
巻
下
「
禅
籍
史
論
渉
猟
目
録
」
参
照
。
面
山

の
『
梵
網
戒
本
口
訣
』
は
、『
梵
網
素
本
口
訣
』
と
し
て
収
録
し
て
い
る
。

（
10
） 

『
曹
全
』「
語
録
五
」
九
六
頁
上
段
・
一
五
三
頁
下
段
参
照

（
11
） 

『
梵
網
戒
本
口
訣
』
二
丁
表

（
12
） 

『
面
山
広
録
』
巻
二
六
所
収
、
本
論
で
は
『
曹
洞
宗
全
書
』「
語
録

三
」
所
収
本
か
ら
引
用

（
13
） 

『
見
聞
宝
永
記
』、『
禅
門
曹
洞
法
語
全
集
』
巻
坤
・
六
五
頁

（
14
） 

上
田
一
九
七
六

（
15
） 

面
山
は
智
顗
『
菩
薩
戒
義
疏
』
を
引
用
す
る
た
め
、
同
書
を
指
す

か
。

（
16
） 

上
田
一
九
七
六

（
17
） 

『
梵
網
経
』
巻
下
、『
大
正
蔵
』
巻
二
四
・
一
〇
〇
六
ａ

（
18
） 

『
梵
網
戒
本
口
訣
』
一
丁
表

（
19
） 

『
梵
網
戒
本
口
訣
』「
序
」

（
20
） 

『
参
同
契
』
三
二
丁
裏
〜
三
七
丁
裏
に
収
録

（
21
） 

『
戒
法
の
お
話
』
二
〜
三
頁

（
22
） 

佐
藤
秀
孝
『
面
山
瑞
方
禅
師
著
述
目
録
』（『
面
山
瑞
方
禅
師
二
百

二
十
回
小
遠
忌
紀
要
』
所
収
）
で
は
、『
面
山
年
譜
』
の
記
述
を
承
け

た
か
、
宝
暦
一
一
年
述
と
判
断
し
て
い
る
。
他
に
本
書
を
紹
介
し
て
い

る
目
録
等
で
は
、
撰
述
年
次
を
挙
げ
な
い
。

（
23
） 

『
戒
題
鈔
』
一
丁
表

（
24
） 

『
戒
題
鈔
』
二
〇
丁
表

（
25
） 
『
仏
祖
正
伝
大
戒
訣
或
問
』
二
三
丁
裏
〜
二
四
丁
表

（
26
） 
引
用
し
た
面
山
の
見
解
は
、
上
田
一
九
七
六
で
も
指
摘
し
て
お
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り
、
参
照
し
た
。

（
27
） 
『
隠
之
年
譜
』、『
僧
伝
集
成
』
二
四
頁
上
段

（
28
） 
「
慈
教
和
尚
塔
銘
并
序
」、『
面
山
広
録
』
巻
一
八
、『
曹
全
』「
語

録
三
」
六
四
三
頁
下
段

（
29
） 

『
梵
網
戒
本
口
訣
』
一
九
丁
裏

（
30
） 

『
梵
網
戒
本
口
訣
』
二
四
丁
裏

（
31
） 

「
十
重
禁
戒
」
は
『
若
州
永
福
和
尚
説
戒
』
巻
坤
に
収
録

（
32
） 

面
山
本
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
巻
二
・
六
丁
表

（
33
） 

『
洞
上
僧
堂
清
規
行
法
抄
』
巻
五
、『
曹
全
』「
清
規
」
一
七
三
頁

上
段

（
34
） 

曽
根
原
一
九
九
一
を
参
照

（
35
） 

『
日
本
宗
教
制
度
史
料
類
聚
考
』
二
四
六
〜
二
四
七
頁

（
36
） 

『
曹
全
』「
注
解
二
」
六
一
四
頁
上
〜
下
段

（
37
） 

『
曹
全
』「
注
解
二
」
六
一
五
頁
上
〜
下
段

（
38
） 

面
山
校
訂
『
梵
網
経
』
経
本
を
参
照

（
39
） 

中
山
一
九
七
五
を
参
照

参
考
資
料

〈
一
次
資
料
〉

浄
厳
覚
彦
『
菩
薩
戒
諺
註
』
京
都
書
林
柳
枝
軒
・
延
宝
四
年
（
一
六
七

六
）
三
月

法
蔵
著
・
鳳
潭
註
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
紀
要
』
全
三
巻
六
冊
、
京
師
書

林
河
南
四
郎
右
衛
門
開
版
・
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
四
月

指
月
慧
印
『
禅
戒
篇
』
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
序
、
元
文
二
年
（
一

七
三
七
）
版

面
山
瑞
方
『
仏
祖
正
伝
大
戒
訣
或
問
』
京
師
書
林
小
川
多
左
衛
門
・
寛
延

元
年
（
一
七
四
八
）

面
山
瑞
方
校
訂
『
梵
網
経
』
経
本
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
四
月
開
版

万
仭
道
坦
『
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
』
萬
福
寺
蔵
版
、
京
師
書
林
柳
枝
軒
・
宝

暦
八
年
（
一
七
五
八
）
版

面
山
瑞
方
『
永
福
面
山
和
尚
説
戒
』
全
二
巻
、
柳
枝
軒
・
宝
暦
九
年
（
一

七
五
九
）
版

面
山
瑞
方
『
梵
網
戒
本
口
訣
』
禅
家
書
林
柳
枝
軒
・
宝
暦
一
二
年
（
一
七

六
二
）
序
版

面
山
瑞
方
校
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
柳
枝
軒
・
明
和
七
年
（
一
七
七

〇
）、
元
々
は
全
六
巻
だ
が
、
今
回
参
照
し
た
版
本
は
全
一
冊
の
た

め
、
引
用
時
に
は
当
初
の
巻
数
と
各
巻
毎
の
丁
数
を
挙
げ
た
。

諦
忍
妙
竜
『
梵
網
経
要
解
』
全
一
〇
巻
五
冊
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）

序
学
如
『
梵
網
経
分
受
学
海
』
巻
下
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
序

書
写
者
不
明
『
参
同
契
』
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
以
降
書
写
。
当
写
本

の
外
題
は
『
参
同
契
』
で
、
内
容
は
月
舟
宗
胡
『
参
同
契　

大
乘
中
興

月
舟
宗
胡
禅
師
辨
』、
卍
山
道
白
『
書
紳
全
稿
』、
瑩
山
紹
瑾
『
能
洲
洞

谷
山
永
光
禅
寺
秘
密
拾
則
正
法
眼
藏
』、『
永
平
開
山
道
元
大
和
尚
仮
名

法
語
』、
面
山
瑞
方
『
永
福
瑞
芳
面
山
和
尚
梵
網
古
迹
戒
題
録
』、
諦
忍
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妙
竜
『
率
都
婆
用
意
抄
』、「
題
名
不
明
仮
名
法
語
」
を
収
録
。

童
龍
書
写
『
金
剛
集
録
』
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
書
写

童
龍
書
写
『
洞
上
空
華
録
』
明
治
三
〇
年
書
写
。
引
用
時
に
は
同
写
本
に

付
さ
れ
て
い
る
丁
数
を
参
照
し
た
。

仏
書
刊
行
会
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
巻
一
、
仏
書
刊
行
会
・
一
九
一
三

年
伊
達
光
美
『
日
本
宗
教
制
度
史
料
類
聚
考
』
巌
松
堂
書
店
・
一
九
三
〇
年

永
久
岳
水
編
『
禅
門
曹
洞
法
語
全
集
』
巻
坤
、
中
央
仏
教
社
・
一
九
三
五

年
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
を
参
照
。
引
用
に
際
し
て
は
、『
大
正
蔵
』
巻
○
・

○
○
頁
と
略
記
し
て
巻
数
・
頁
数
を
示
し
、
段
数
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

で
末
尾
に
付
し
た
。

『
曹
洞
宗
全
書
』『
続
曹
洞
宗
全
書
』（
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
）
を
参
照
。

引
用
時
に
は
『
曹
全
』『
続
曹
全
』「
○
○
」
○
○
頁
○
段
と
し
、
巻
号

と
頁
数
の
み
で
略
記
し
て
い
る
。
一
々
断
ら
な
い
が
、
一
部
引
用
文
は

筆
者
が
訓
読
し
た
。

曹
洞
宗
出
版
部
編
『
曹
洞
宗
近
世
僧
伝
集
成
』
曹
洞
宗
宗
務
庁
・
一
九
八

六
年
、
引
用
時
は
『
僧
伝
集
成
』
と
略
記
。

〈
二
次
資
料
〉

岡
田
宜
法
『
日
本
禅
籍
史
論　

曹
洞
禅
扁
』
上
下
巻
、
井
田
書
店
・
一
九

四
三
年

岸
澤
惟
安
『
戒
法
の
お
話
』
山
喜
房
仏
書
林
・
一
九
四
三
年

中
山
成
二
「『
梵
網
経
略
抄
』
考
」、『
宗
学
研
究
』
一
七
・
一
九
七
五

年
、
中
山
一
九
七
五

上
田
霊
城
「
江
戸
仏
教
の
戒
律
思
想
（
一
）」、『
密
教
文
化
』
一
一
六

号
・
一
九
七
六
年
、
上
田
一
九
七
六

渡
部
賢
宗
「
道
元
禅
師
の
禅
戒
観
（
一
）」、『
永
平
正
法
眼
蔵
収
書
大
成

月
報
８
』
大
修
館
書
店
・
一
九
七
六
年
八
月
、
渡
部
一
九
七
六

永
福
会
編
『
面
山
瑞
方
禅
師
二
百
二
十
回
小
遠
忌
紀
要
』
永
福
会
・
一
九

八
八
年

曽
根
原
理
「
安
楽
律
を
め
ぐ
る
論
争
│
宝
暦
八
年
安
楽
律
廃
止
に
到
る
ま

で
│
」、『
東
北
大
学
附
属
図
書
館
研
究
年
報
』
二
四
・
一
九
九
一
年
、

曽
根
原
一
九
九
一

菅
原
研
州
「
乙
堂
喚
丑
に
係
る
『
戒
壇
指
南
』
の
研
究
│
附
録
『
戒
壇
指

南
』
翻
刻
資
料
│
」、『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
六
九
巻
一
・

二
合
併
号
・
二
〇
二
一
年
、
菅
原
二
〇
二
一

※
『
戒
題
鈔
』
に
お
け
る
人
権
問
題
に
つ
い
て

　

既
に
本
論
等
で
論
じ
た
よ
う
に
、『
戒
題
鈔
』
に
は
複
数
の
人
権
的
問

題
が
見
ら
れ
る
た
め
、
以
下
に
取
り
上
げ
注
意
喚
起
を
す
る
も
の
で
あ

る
。
閲
覧
等
の
際
に
は
、
差
別
の
再
拡
大
な
ど
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
ご

注
意
い
た
だ
き
た
い
。

・「
酤
酒
生
罪
戒
第
五
」
で
は
酒
造
業
へ
の
批
判
が
見
え
、
職
業
差
別
に

繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
飲
酒
者
へ
の
来
世
観
は
、
脅
迫
的
言

動
に
も
見
え
る
た
め
注
意
さ
れ
た
い
。
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・「
飲
酒
戒
第
二
」
で
は
飲
酒
者
へ
の
来
世
観
が
説
か
れ
、
脅
迫
的
言
動

と
も
採
れ
る
た
め
注
意
さ
れ
た
い
。

・「
食
肉
戒
第
三
」
で
は
、「
穢
多
」
を
用
い
被
差
別
者
へ
の
差
別
的
言
動

が
見
ら
れ
る
。
強
く
注
意
さ
れ
た
い
。

・「
不
瞻
病
苦
戒
第
九
」
で
は
、
疾
病
に
管
す
る
発
言
が
見
ら
れ
る
が
、

「
癩
」
の
用
語
を
用
い
て
お
り
、
差
別
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
注

意
さ
れ
た
い
。

・「
為
主
失
儀
戒
第
二
十
五
」
で
は
、
来
世
観
が
脅
迫
的
言
動
に
採
れ
る

た
め
、
注
意
さ
れ
た
い
。

・「
非
法
立
制
戒
第
四
十
七
」
で
は
、
幕
府
が
作
っ
た
法
度
の
内
容
を
批

判
し
、
幕
府
へ
の
脅
迫
的
言
動
に
採
れ
る
た
め
、
注
意
さ
れ
た
い
。

・
他
に
も
「
盲
」
字
を
用
い
、
視
覚
障
害
者
へ
の
差
別
に
繋
が
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
注
意
さ
れ
た
い
。

附
録
・
面
山
瑞
方
『
永
福
老
人
梵
網
古
迹
戒
題
鈔
』
翻
刻
資
料

※
凡
例

・
当
資
料
は
、
筆
者
所
持
の
写
本
『
洞
上
空
華
集
』
所
収
の
面
山
瑞
方

『
永
福
老
人
梵
網
古
迹
戒
題
鈔
』
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
解
題
は

本
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・
丁
数
は
『
永
福
老
人
梵
網
古
迹
戒
題
鈔
』
該
当
分
と
し
て
記
載
。

【　

】
内
に
数
字
・
カ
ナ
で
丁
数
・
表
裏
を
略
記
し
た
。
ま
た
、
一

部
、『
永
福
瑞
芳
面
山
和
尚
梵
網
古
迹
戒
題
録
』
を
参
照
し
た
。

・
翻
刻
時
の
行
数
・
字
数
な
ど
は
原
典
に
従
っ
た
。〈　

〉
は
割
注
で
あ

る
。

・
漢
字
の
字
体
は
概
ね
原
典
に
従
っ
た
。

・
踊
り
字
は
原
文
の
通
り
に
反
映
さ
せ
た
。

・
書
写
者
が
頭
註
で
指
摘
し
、
ま
た
、
筆
者
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
誤
字

等
は
本
文
の
脚
註
と
し
た
。
傍
註
は
そ
の
ま
ま
本
文
の
傍
に
表
記
し

た
。

・
現
代
的
な
観
点
か
ら
は
、
人
権
問
題
に
抵
触
す
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
も

存
在
す
る
た
め
、
閲
覧
等
の
場
合
に
は
更
な
る
差
別
等
の
拡
大
に
繋
が

ら
な
い
よ
う
、
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
。
特
に
、
一
部
の
語
句
に
つ
い

て
は
、
極
め
て
重
大
な
問
題
を
含
む
た
め
、
本
文
の
註
記
で
解
説
し
て

い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。
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【
１
オ
】

　
　
　

◯
永
福
老
人
梵
網
古
迹
戒
題
鈔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
孫
比
丘　
　

重
録

梵
網
ハ
天
台
ヤ
法
藏
ヤ
コ
ノ
古
迹
等
多
品
ノ
注
ア
レ
ト
モ
古
迹
ノ
戒

題等
ト
畧
説
ニ
テ
詳
悉
ナ
ル
ハ
ナ
シ
在
家
ノ
男
女
ハ
受
戒
シ
テ
モ
軽
重

ノ
相
ヲ
モ
シ
リ
分
ル
ヿ
難
キ
故
ニ
戒
題
ハ
カ
リ
ヲ
鈔
シ
テ
ソ
ノ
㫖
ヲ

教
化

ス
ル
ナ
リ

　
　
　

◯
快
意
殺
生
戒
第
一

コ
ノ
戒
ノ
快
意
ト
云
ハ
諺
ノ
ヨ
ヒ
氣
味
ト
云
コ
ト
敵
ノ
首
ヲ
切
テ
ヤ

レ
嬉
シ
ヤ
ト
云
タ
ホ
ト
ガ
快
意
殺
生
ナ
リ
故
ニ
殺
生
ハ
人
バ
カ
リ
ヲ

云
フ
牛

馬
ヨ
リ
坐
々
透
虱
マ
デ
大
ハ
重
ク
小
ハ
軽
ケ
レ
ト
モ
畜
類
ハ
都
テ

【
１
ウ
】

軽
罪
ナ
リ
人
間
ハ
命
ニ
カ
ユ
ル
寳
ハ
ナ
シ
故
ニ
重
罪
ノ
第
一
ト
セ
ラ

ル尒
ル
ニ
性
戒
遮
戒
ト
云
訣
ア
リ
性
戒
ハ
佛
制
以
前
ニ
國
法
ニ
テ

戒
ム
遮
戒
ハ
佛
ノ
始
テ
制
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
云
フ
殺
盗

ハ
皆
ナ
性
戒

ナ
リ

　
　
　
　

劫
盗
人
物
戒
第
二

コ
ノ
劫
盗
ト
ハ
他
ノ
物
ヲ
無
理
ニ
取
ル
ヲ
云
フ
ヤ
ル
マ
ヒ
ト
テ
ニ
ゲ

ト
ス
ル 

※
ゲ
ノ
下
ノ
ン
字
脱
字
乎

ヲ
カ
タ
ナ
ヲ
ヌ
ヒ
テ
ヲ
ド
シ
テ
取
ル
ヲ
云
フ
劫
ノ
字
ガ
ソ
ノ
意
ロ
ニ

作
リ

偸
ニ
人
ノ
シ
ラ
ヌ
羊
ニ
取
ヲ
偸
盗
ト
云
フ
劫
ハ
ソ
レ
ト
ハ
別
ナ
リ
偸

盗モ
但
シ
六
銭
以
上
ノ
程
ノ
物
ニ
カ
ヽ
ル
五
文
以
下
ノ
モ
ノ
ハ
重
禁
ニ

ハ
ア

ラ
ヌ
ナ
リ
亦
主
ノ
ナ
キ
モ
ノ
ヽ
野
邉
ニ
ハ
ユ
ル
ヨ
モ
キ
メ
ナ
ド
ヲ
ツ

ム
ハ

【
２
オ
】

盗
罪
ハ
ナ
シ
他
ノ
自
由
ニ
植
シ
ハ
告
ス
ニ
取
レ
ハ
盗
罪
ナ
リ

　
　
　

◯
無
慈
行
欲
戒
第
三

コ
ノ
戒
ハ
第
一
在
家
ノ
菩
薩
ニ
カ
ヽ
ル
無
慈
ト
ハ
イ
ヤ
ガ
ル
女
人

ヲ
ム
リ
ニ
押
付
ヲ
（
テ
）
欲
ス
ル
ヲ
無
慈
行
欲
ト
云
フ
夫
婦
ハ
勿
論

或
ハ
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頎
城
ナ
ド
財
ヲ
ア
タ
エ
テ
行
欲
ス
ル
ハ
重
罪
ニ
ハ
ナ
ラ
ズ
シ
カ
レ
ド

モ
婦
バ
カ
リ
ハ
正

ニ
テ
ユ
ル
サ
ル
ソ
ノ
外
ハ
ミ
ナ
邪

ナ
リ
タ
ト

ヒ
夫
婦
ニ
テ
モ
妻
ノ
病
氣
ノ
時
カ
亦
ハ
斎
戒
ヲ
ウ
ケ
シ
時
ナ
ド

ハ
ミ
ナ
重
罪
ナ
リ

　
　
　

◯
故
心
妄
語
戒
第
四

故
心
ト
云
ハ
分
リ
モ
セ
ヲ
コ
ト
ヲ
ワ
ザ
ト
拵
テ
他
ノ
噂
ヲ
亦
タ
別
人

【
２
ウ
】

ニ
對
シ
テ
ウ
ソ
ヲ
云
フ
ガ

語
ナ
リ
向
ヱ
の
聞
人
ガ
實
ニ
ウ
ケ
テ
ソ

ウト
モ
思
ハ
重
罪
ナ
リ
モ
シ
聞
人
ガ
虚
言
ヲ
云
テ
ハ
ル
ヽ
ソ
ウ
ナ
ト
思

ヒ
テ

心
底
ニ
ウ
ケ
ネ
バ
軽
罪
ナ
リ
コ
レ
ハ
他
ノ
噂
ニ
テ
他
ノ
難
議
ニ
カ
カ

ル
故

ニ
重
罪
ト
ナ
リ
唯
タ
常
ノ
モ
ノ
カ
タ
リ
ノ
ソ
ノ
佛
ニ
竒
妙
カ
ア
ツ
タ

ノ
亦
ハ
ソ
コ
ニ
バ
ケ
モ
ノ
ガ
出
タ
ナ
ド
云
フ
ハ
ミ
ナ
軽
罪
ナ
リ

　
　

右
ノ
殺
盗

ヲ
四
重
禁
ト
テ
声
聞
戒
ノ
方
テ
ハ
モ
シ
犯
ア
レ

ハ
一

　
　

生
ノ
中
ニ
懴
悔
ヲ

セ
ス
菩
薩
戒
ノ
方
テ
ハ
十
重
ノ
初
メ
ナ
レ

ト
モ
知
レ
ハ
懴
悔

　
　

ヲ
ユ
ル
ス

　
　
　

◯
酤
酒
生
罪
戒
第
五

コ
レ
ハ
在
家
ノ
菩
薩
バ
カ
リ
ニ
カ
ヽ
ル
酤
酒
ハ
他
ニ
飲
酒
ヲ
ス
ヽ
ム

ル
同

【
３
オ
】

前
ニ
テ
買
人
夛
キ
ヲ
好
ム
飲
酒
ノ
十
種
ノ

失
ノ
根
本
ハ
酒
ヲ
酤

ル
カ
ラ
コ
ル
ナ
レ
バ
受
戒
ノ
在
家
ハ
家
業
ヲ
改
テ
別
ノ
罪
ニ
ナ
ラ

ヌ
家
業
ヲ
営
ム
ベ
シ
一
度
盃
ヲ
取
テ
他
ニ
飲
酒
セ
シ
ム
レ
バ
五
百

世
畜
生
道
ニ
隨4

ル
ト
ノ
佛
勅
ナ
レ
バ
恐
ル
可
シ
因
果
ナ
リ
故
ニ
ウ

 

※
墮
の
写
誤

ル
ハ
進
ム
ル
本
ナ
レ
バ
重
戒
ニ
結
セ
ラ
ル

　
　
　

◯
談
他
過
失
戒
第
六

コ
レ
ハ
受
戒
ノ
人
ノ
咎
ヲ
無
戒
ノ
人
ニ
對
シ
テ
談
ス
ル
ヲ
重
戒
ト

ス
法
中
ノ
兄
弟
互
ニ
談
テ
ク
ヤ
ム
羊
ナ
ラ
バ
軽
罪
ナ
リ
亦
談
テ
互

ニ
韋
絃
云
フ
テ
ヤ
メ
ル
羊
ナ
ハ
罪
ハ
ナ
ク
テ
却
テ
利
益
ト
ナ
ル

在
家
出
家
此
ニ
タ
ト
ヒ
實
ニ
咎
ア
リ
テ
モ
他
ノ
上
ノ
是
非
ヲ

【
３
ウ
】

云
ハ
無
用
ノ
口
業
也

　
　
　

◯
自
讃
毀
他
戒
第
七

按
ル
ニ
ハ
ハ
八
ノ
字
寫
誤
乎

オ
字
脱
字
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コ
ノ
戒
ハ
何
事
ニ
ヨ
ラ
ズ
我
ガ
少
シ
モ
善
キ
㕝
ヲ
我
ト
讃
ル
ハ
讃

ナ
リ
自
讃
シ
テ
ソ
ノ
上
ニ
他
人
ノ
要
㕝
ヲ
毀
他
ナ
リ
自
讃
ハ
カ
リ
ニ

テ毀
他
セ
ネ
バ
軽
戒
ナ
リ
亦
毀
他
バ
カ
リ
テ
自
讃
セ
ヌ
モ
軽
罪
ナ
リ

ツ4

ソ
ロ
エ
バ
重
罪
ヲ
結
ス
コ
レ
モ
向
ヱ
ノ
聞
人
ガ
實
ト
思
バ
重
罪
ナ

リ 

※
ツ
の
上
に
二
の
脱
字

何
ニ
ヤ
ラ
勝
手
ノ
好
キ
㕝
ヲ
云
ハ
ル
ヽ
ト
心
底
ニ
ウ
ケ
ネ
ハ
軽
罪
ナ

リ
　
　
　

◯
慳
生
毀
辱
戒
第
八

コ
ノ
戒
ハ
貧
人
ノ
来
リ
請
ニ
銭
米
ヲ
持
テ
ヲ
リ
ナ
カ
ラ
一
銭
一
米
ヲ

モア
タ
ヱ
ヌ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
ソ
ノ
上
ニ
乞
人
ヲ
呵
責
ス
ル
ハ
重
罪
ナ
リ
物

ナ
ク

【
４
オ
】

テ
與
ヱ
ヌ
ハ
軽
罪
ナ
リ
亦
毀
シ
カ
リ
セ
ネ
バ
軽
罪
ナ
リ
又
毒
ヤ
大
小

刀
ノ
類
ヲ
乞
フ
モ
ノ
ニ
與
ヱ
ヌ
ハ
無
罪
ナ
リ

　
　
　

◯
瞋
不
受
謝
戒
第
九

コ
ノ
戒
ハ
タ
ト
ヒ
瞋
リ
ハ
シ
テ
モ
前
人
ガ
實
ニ
懴
悔
礼
謝
ス
ル
ヲ
瞋

リ
ヲ
忽
チ
止
テ
和
顔
ス
ル
ハ
軽
罪
ナ
リ
イ
ツ
マ
デ
モ
ワ
ス
レ
ズ
ニ
心

底
ニ
ユ
ル

サ
ヌ
ハ
重
罪
ヲ
結
ス
一
切
萬
法
ノ
ウ
ツ
リ
カ
ハ
ル
ハ
時
ノ
ウ
ツ
リ
カ

ワ
ル
ト

同
シ
罪
過
モ
本
ヨ
リ
夫
レ
ナ
リ
シ
カ
ル
ヲ

レ
カ
ネ
テ
イ
キ
ト
フ
ル

ハ
凢

夫
ナ
リ
永
祖
ノ
尊
意
ニ
ハ
タ
ト
ヒ
我
ヲ
殺
サ
ン
ト
巧
ミ
シ
人
モ
心
ヲ

改テ
受
戒
ヲ
ネ
ガ
ハ
バ
其
ノ
侭
ユ
ル
シ
テ
戒
ヲ
授
ク
ベ
シ
ト
ア
リ
大
慈

大
悲
ト
ハ
コ
レ
ヲ
云
ナ
ル
ベ
シ

【
４
ウ
】

　
　
　

◯
毀
謗
三
寳
戒
第
十

此
ノ
戒
ハ
佛
ト
法
僧
ト
ノ
少
シ
モ
咎
ノ
無
キ
ヲ
毀
ル
ヲ
イ
マ
シ
ム
先

ニ
皆
ナ
還
俗
セ
シ
人
ニ
ア
ル
大
罪
ナ
リ
コ
ノ
三
ツ
ノ
悪
㕝
ヲ
云
ヒ
立

テ自
分
ノ
ヨ
キ
羊
ニ
言
フ
ハ
至
極
ノ
大
罪
ニ
テ
最
初
ノ
殺
生
ト
末

後
ノ
是
ノ
怨
ガ
十
重
ノ
中
テ
餘
ノ
八
戒
ヨ
リ
モ
更
ニ
重
罪
ナ
リ

亦
常
並
ノ
俗
人
ガ
好
ン
テ
僧
ノ
咎
ヲ
説
キ
タ
カ
ル
者
ア
リ
咎
虚

實
ニ
ハ
ヨ
ラ
ヌ
皆
ナ
現
報
ヲ
得
ル
ナ
リ
慎
ム
可
シ
故
ニ
讃
ス
ル
ハ
廣

大
ノ
福
利
ナ
リ
（
是
マ
テ
十
重
荒
ラ
々
々
了
ル
）
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◯
不
敬
師
長
戒
第
一

此
ノ
戒
ハ
タ
ト
ヒ
俗
ナ
ラ
ハ
國
王
ノ
位
タ
リ
ト
モ
僧
ナ
ラ
バ
大
伽
藍

【
５
オ
】

ノ
主
人
テ
ア
ラ
ウ
ト
モ
老
宿
ノ
有
智
有
德
ノ
人
ノ
来
ル
ナ
ラ

バ
恭
敬
禮
拜
シ
テ
カ
ノ
長
ケ
ノ
及
ブ
ホ
ド
供
養
ヲ
丁
寧
ニ
シ

テ
間
暇
ヲ
見
合
テ
問
法
シ
テ
利
益
ヲ
得
ベ
シ
他
宗
他
泒
ノ
僧

ニ
テ
モ
智
德
ア
ル
人
ニ
ハ
三
寳
ニ
對
シ
テ
無
禮
不
敬
ス
ベ
カ
ラ
ズ
無

福
ノ
至
極
ナ
リ

　
　
　
　

飲
酒
戒
第
二

此
ノ
戒
ハ
軽
戒
ノ
中
ニ
見
ユ
レ
ト
モ
末
世
ノ
僧
中
ノ
飲
酒
シ
テ
乱
心

ノ羊
ニ
麤
ク
ナ
ル
カ
ラ
見
レ
ハ
重
罪
ニ
モ
加
フ
ベ
シ
今
時
ハ
コ
ノ
飲
酒

ハ
禅

僧
ナ
ト
ハ
常
ノ
茶
ヲ
飲
ム
羊
ニ
覺
ヱ
テ
少
シ
モ
ア
ヤ
シ
マ
ヌ
人
ニ
盃

ヲ
サ

シ
テ
飲
マ
シ
ム
レ
ハ
五
百
世
中
畜
生
道
ニ
隨4

ス
ル
ト
ノ
佛
勅
ナ
リ
無

牛4 

※
墮
の
誤
字　

※
手
の
誤
字

【
５
ウ
】

ノ
者
ニ
生
ル
ヽ
コ
ト
ア
ル
ヲ
觧
シ
チ
ガ
エ
テ
ミ
ミ
ズ
蛇
ナ
ト
ノ
羊
ナ

モ
ノ
ト
云

フ
ハ
非
ナ
リ
コ
レ
ハ
一
切
ノ
畜
生
ハ
四
足
ナ
リ
脚
ハ
カ
リ
ニ
テ
手
ハ

ナ
キ
ナ
リ
畜
生
ノ

㕝
ヲ
云
ナ
リ
文
殊
問
経
ニ
病
ヒ
ノ
時
ニ
醫
者
ガ
酒
ニ
テ
呑
藥
ヲ
用
ル

ト
キ

少
酒
多
藥
ハ
ツ
カ
ヱ
ヌ
ト
ア
リ

　
　
　
　

食
肉
戒
第
三

是
ノ
戒
ハ
專
ラ
俗
人
ニ
誡
ム
コ
レ
ハ
殺
生
戒
ノ
根
本
ト
ナ
ル
故
ニ
楞

伽経
ニ
別
シ
テ
禁
断
セ
ラ
ル
菩
薩
ハ
一
切
衆
生
ニ
安
樂
ヲ
得
セ
シ
メ

テ
度
脱
ス
ヘ
キ
ニ
ソ
レ
ヲ
打
返
ス
ハ
大
罪
ナ
ル
ベ
シ
弥
勒
大
士
ヲ
慈

氏
ト

称
ス
ル
食
肉
ヨ
リ
起
レ
リ
委
ク
ハ
一
切
智
光
明
仙
人
不
食
肉
因
縁

経
ニ
出
タ
リ
今
時
モ
肉
食
ノ
人
ヲ
見
テ
ハ
鳥
獣
カ
恐
ル
ヽ
故
ニ
人
ヲ

見
テ
ハ

迯
ル
ナ
リ
穢
多
ヲ
見
テ
ハ
犬
ガ
ホ
ユ
ル
ハ
犬
ノ
皮
ト
ハ
グ
故
ナ
リ
ソ

レ
ヲ
シ
リ

【
６
オ
】

テ
イ
カ
ル
ナ
リ
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◯
食
五
辛
戒
第
四

五
辛
ハ
楞
嚴
経
ニ
生
ニ
テ
食
ヱ
バ
婬
ヲ
増
ス
者
火
テ
食
ヘ
バ
瞋
ヲ

増
ス
五
辛
ヲ
食
フ
人
ハ
夜
ル
熟
睡
ノ
時
ニ
鬼
ガ
来
テ
唇
ヲ
舐

ル
ト
ア
リ
神
僧
傳
ニ
ア
ル
僧
ガ
五
臺
山
ニ
上
リ
テ
文
殊
ヲ
禮
セ
ト
往

キ
ケ
レ
バ
山
ノ
下
ニ
一
リ
ノ
童
子
カ
ア
リ
テ
云
フ
羊
ハ
貴
僧
ノ
幼
少

ノ
時

婆
カ
抱
テ
葱
園
ヲ
ト
ヲ
エ
イ
タ
ソ
ノ
臭
ガ
今
ニ
失
セ
ヌ
故
ニ
文
殊
ニ

禮
ハ
ナ

ル
マ
ヒ
コ
レ
ヨ
リ
カ
ヘ
リ
メ
サ
レ
ヨ
ト
云
シ
㕝
ア
リ
實
ニ
五
辛
ハ
諸

佛
菩

薩
ノ
御
嫌
ヒ
モ
ノ
ナ
リ
ツ
ヽ
シ
ム
ベ
シ

　
　
　

◯
不
擧
教
懴
戒
第
五

【
６
ウ
】

是
ノ
戒
ハ
兄
弟
ノ
中
ニ
十
重
五
逆
ノ
羊
ナ
破
戒
ノ
人
ア
ル
ヲ
シ
リ

ナ
カ
ラ
其
ノ
人
ト
睡
シ
フ
交
リ
テ
シ
ラ
ヌ
フ
リ
ヲ
シ
テ
ヲ
ル
ヲ
誡
ム

ルナ
リ
モ
シ
重
罪
ヲ
犯
セ
リ
ト
シ
リ
タ
ラ
バ
其
儘
異
見
ヲ
加
エ
テ
懴

悔
サ
セ
シ
メ
テ
ヨ
シ
其
後
ニ
睡4

シ
ク
ス
ル
ベ
シ
コ
レ
互
ニ
法
ヲ
重
ス

ル
ナ
リ 

※
睦

　
　
　

◯
住
不
請
戒
第
六

是
ノ
戒
ハ
我
ヨ
リ
德
行
ノ
ア
ル
人
ガ
寺
ニ
テ
在
家
ニ
テ
モ
若
シ
来

テ
教
化
ス
ル
コ
ト
ア
ラ
バ
コ
レ
ヲ
迎
ヘ
送
リ
テ
丁
寧
ニ
シ
テ
一
切
ノ

供
養

少
シ
モ

慥
ニ
セ
ヌ
羊
ニ
念
入
テ
閑
暇
ヲ
見
合
セ
テ
法
益
ヲ
願
ヒ

テ
自
モ
信
シ
他
ニ
モ
聞
カ
セ
テ
菩
提
心
ヲ
増
長
ス
ル
ガ
第
一
ノ
用

心
ナ
リ
ト
云
フ
意
ナ
リ
我
慢
ノ
意
ニ
テ
背
㍾ク之
ニ
ヲ
制
セ
ラ
ル

【
７
オ
】

　
　
　

◯
不
䏻
遊
学
戒
第
七

コ
レ
ハ
支
那
ニ
テ
モ
江
西
湖
南
ヲ
遍
歴
シ
テ
積
德
練
行
ノ
知

識
ヲ

テ
百
里
ヲ
遠
ト
セ
ズ
聞
法
ス
ル
カ
出
家
沙
門
ノ
本
行
ナ
リ

日
本
モ
傳
教
弘
法
ヨ
リ
後
モ
泉
涌
寺
ノ
俊
芿
ヤ
東
福
寺
ノ

聖
一
ヤ
ヲ
ヨ
ビ
我
ガ
永
祖
ノ
支
那
ニ
渡
海
セ
ラ
レ
シ
類
ハ
皆
コ
ノ
戒

ニ
ヨ
ル
ナ
リ
聞
法
ガ
第
一
ノ
利
益
ナ
リ
其
ノ
師
ニ
對
面
セ
ネ
バ
聞

法
ハ
ナ
ラ
ヌ
今
時
ノ
永
祖
ノ
遠
孫
ハ
祖
訓
ニ
ヨ
リ
テ
遍
参
ヲ
イ

ト
ナ
ム
ナ
リ

　
　
　

◯
背
正
向
邪
戒
第
八

是
ノ
戒
ハ
大
乗
ニ
背
テ
聲
聞
行
ヲ
好
ム
末
世
ノ
律
僧
ナ
ド
ガ
表

【
７
ウ
】

ク



近
世
洞
門
に
お
け
る
『
梵
網
経
』
の
学
び
に
つ
い
て
（
菅
原
）

77─　   ─

テ
向
キ
ノ
殊
勝
ヲ
造
テ
内
ハ
貪
無
道
ナ
ル
ヲ
誡
ム
ル
ナ
リ
三
乗

ハ
外
道
ニ
同
シ
戒
ハ
佛
書
ヲ
棄
テ
ヽ
儒
者
ノ
講
席
ニ
低
頭
シ
テ

袈
裟
カ
ケ
ナ
ガ
ラ
俗
教
ヲ
学
ブ
コ
レ
ヲ
制
セ
ラ
ル
ト
モ
ニ
背
正
向

邪
ノ
悪
因
縁
ナ
リ
、

　
　
　

◯
不
瞻
病
苦
戒
第
九

是
ノ
戒
ハ
父
母
ヤ
師
僧
ヤ
弟
子
ヤ
ナ
ド
ノ
病
ヲ
見
ナ
ガ
ラ
他
遊
シ
タ

タ
リ
ヤ
ソ
コ
ヲ
ハ
ズ
シ
タ
リ
ヤ
ナ
ド
シ
テ
看
病
ヲ
イ
ヤ
ガ
ル
ヲ
戒
ル

ナ
リ

古
ヱ
日
本
ノ
戒
德
ア
ル
古
人
ニ
癩
病
人
ガ
来
テ
看
病
ヲ
乞
テ
悪

血
ヲ
吸
出
シ
テ
ク
レ
ヨ
ト
頼
ミ
シ
ニ
少
シ
モ
異
議
ナ
ク
吸
ヒ
出
シ
テ

我ガ
吸
ヒ
出
セ
シ
ト
人
ニ
カ
タ
ル
ナ
ト
云
ヒ
ケ
レ
バ
カ
タ
ジ
ケ
ナ
シ
ト

テ
サ
リ

【
８
オ
】

又
夜
夢
ニ
藥
師
如
来
ノ
来
リ
テ
我
レ
カ
血
ヲ
吸
出
シ
タ
リ
ト
人

ニ
カ
タ
ル
ナ
ト
テ
放
光
シ
テ
去
リ
玉
フ
コ
ト
ア
リ
コ
ノ
僧
ノ
德
行
ヲ

試ミ
ラ
レ
シ
ナ
ル
ベ
シ

　
　
　

◯
畜
殺
生
具
戒
第
十

コ
ノ
戒
ハ
何
ニ
テ
モ
殺
生
ノ
具
ヲ
タ
ク
ヲ
フ
ル
ヲ
戒
ム
菩
薩
戒
ヲ
受

テ
カ
ラ
殺
サ
レ
テ
モ
ソ
レ
ニ
順
ス
ル
ガ
勝
ナ
リ
ソ
レ
ヲ
此
云
カ
ラ
殺

ス
ハ

我
レ
ガ
負
ナ
リ
父
母
ノ
敵
タ
ニ
カ
マ
フ
ナ
ト
ノ
佛
勅
ナ
リ
今
比
ノ
寺

領ノ
ア
ル
寺
ノ
住
持
ド
モ
ガ
帯
刀
ノ
供
ヲ
幾
人
モ
連
レ
テ
イ
カ
メ
シ

ク
ア
リ
ク
ハ
佛
弟
子
ニ
テ
我
レ
ガ
境
界
ヲ
蹉
過
ス
ル
ハ
可　キ
㍾憐　ル
不
便

ノ
罪
過
ナ
リ
東
都
京
都
ノ
僧
寺
コ
ノ
類
多
シ

【
８
ウ
】

　
　
　

◯
通
國
使
命
戒
第
十
一

是
ハ
自
他
敵
對
ノ
軍
陣
ノ
時
ハ
武
士
ヲ
使
ニ
ヤ
レ
バ
途
中
ニ
テ

殺
ス
故
ニ
僧
中
ヲ
頼
ム
ナ
リ
僧
ハ
外
ハ
行
脚
ス
ル
羊
ニ
見
セ
テ
内
ハ

軍
ノ
使
ヒ
ナ
リ
日
本
古
来
ノ
祖
師
ニ
モ
ソ
レ
ヲ
頼
レ
テ
イ
ヤ
ガ
ナ
ラ

ズ
ニ

勤
メ
シ
人
ア
リ
近
代
ニ
モ
安
國
寺
瓊
長
老
ノ
如
キ
モ
ノ
ア
リ
テ

後
ニ
四
條
河
原
ニ
テ
討
罸
ニ
ア
ハ
ル
今
時
太
平
ノ
世
ニ
ハ
ナ
キ
コ

ト
ナ
リ

　
　
　

◯
惱
他
販
賣
戒
第
十
二

コ
レ
ハ
今
時
ニ
モ
遠
國
ノ
田
舎
ニ
ハ
師
匠
カ
弟
子
ノ
遍
参
ノ
路
銀
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ト
テ
僧
中
ノ
牛
馬
ヲ
賣
コ
ト
ア
リ
俗
人
ハ
ナ
ス
ベ
キ
㕝
ナ
レ
ト
モ

【
９
オ
】

僧
中
ハ
除
ク
ベ
シ
俗
人
モ
受
戒
セ
シ
人
ハ
棺
材
ナ
ト
ハ
商
賣

セ
ヌ
ハ
ス
ナ
リ
他
ノ
死
人
ノ
夛
キ
ヲ
悦
ブ
所
以
ナ
ル

ベ
シ

　
　
　

◯
無
根
謗
毀
戒
第
十
三

是
レ
ハ
根
カ
ラ
無
キ
コ
ト
ヲ
巧
ミ
出
シ
テ
虚
言
ヲ
云
フ
テ
他
人
ヲ
ソ

シ
ル
亦
ハ
親
類
兄
弟
ヲ
モ
ソ
シ
ル
口
業
ノ
大
罪
ナ
リ
聞
人
カ
キ
捨
テ

ニ
シ
テ
信
セ
ネ
バ
軽
戒
ニ
ナ
ル
ナ
リ

　
　
　

◯
放
火
損
生
戒
第
十
四

此
レ
ハ
今
時
火
著
ノ
類
ナ
レ
バ
重
禁
ニ
入
ル
今
ノ
文
ノ
山
林
曠
野
ヲ

焼
ハ
遠
國
ノ
田
舎
ノ
冬
ノ
枯
レ
野
ヲ
焼
ク
ハ
春
来
ノ
艸
の
萠

【
９
ウ
】

シ
ケ
ル
為
ニ
ナ
ス
㕝
ア
リ
コ
レ
ハ
四
月
ヨ
リ
九
月
マ
テ
ハ
草
ノ
中
ノ

虫
ナ

ド
ヲ
ヤ
キ
殺
ス
㕝
多
シ
故
ニ
制
ス
ル
ナ
リ
餘
ノ
月
ノ
十
月
ヨ
リ
三
月

マ
テ
冬
ノ
枯
野
ナ
レ
バ
ツ
カ
ヱ
ス

　
　
　

◯
法
化
違
宗
戒
第
十
五

此
ノ
戒
ハ
声
聞
教
ユ
ル
ヲ
制
ス
唯
大
乗
菩
提
心
ヲ
発
起
ス
ル
ヲ
專

要
ト
ス
ヽ
ム
ベ
シ
向
エ
ノ
根
器
ヲ
考
エ
テ
ソ
レ
ヲ
教
ル
コ
ト
ハ
今
日

ノ
凡
僧
ハ

ナ
ラ
ヌ
㕝
故
ニ
永
祖
ノ
如
ク
上
智
下
愚
セ
ス
利
人
鈍
者
ヲ
ヱ

ラ
マ
ス
正
傳
ノ
王
三
昧
ヲ
法
化
ス
レ
バ
宗
ニ
違
セ
ヌ
ナ
リ

　
　
　

◯
貪
財
惜
法
戒
第
十
六

此
ハ
他
ノ
物
ヲ
ホシカ
リ
テ
自
ノ
物
ヲ
ヲ
シ
ム
ヲ
第
一
ニ
制
セ
ラ
ル
財

宝
ニ
カ

キ
ラ
ス
佛
法
ニ
テ
同
シ
道
理
ナ
リ
シ
カ
ル
ヲ
他
ハ
信
心
ニ
諸
ス
ル
ニ

我
レ

【
10
オ
】

ハ
知
リ
ナ
カ
ラ
軽
キ
コ
ト
バ
カ
リ
ヲ
説
テ
ヲ
ル
ハ
コ
ノ
戒
ニ
入
ナ
リ

コ
レ
モ
名
ト

利
ト
ノ
為
ニ
大
㳒
ヲ
説
ハ
三
宝
ヲ
軽
ス
ル
大
罪
ナ
リ
ヨ
ク
訣
ヲ
立
テ

ナ
ス
ベ

シ
總
シ
テ
佛
言
ニ
返 

覆3
セ
ヨ
ト
示
ス
コ
ト
ア
リ
俗
ガ
財
ヲ
施
サ
バ

僧
ハ
法
ニ
テ

反
復
ス
ベ
シ
僧
ニ
財
施
セ
ハ
コ
レ
モ
似
合
シ
キ
モ
ノ
ニ
テ
反
復
ス
ベ

シ
官
寺
僧

録
ナ
ト
ノ
主
人
ハ
䏻
ク
ヲ
ソ
レ
ツ
ヽ
シ
ム
ベ
シ

以
下
論
字
ヲ
脱
ス
ル
乎

請
乎

復
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◯
依
勢
悪
求
戒
第
十
七

此
ノ
戒
ハ
官
寺
ノ
主
人
ナ
ト
ニ
ナ
リ
テ
官
ノ
勢
ヲ
カ
リ
テ
小
寺
ノ
財

ヲ
取

ヲ
云
フ
今
時
ノ
僧
録
ノ
住
持
メ
カ
無
理
ニ
支
配
下
ノ
寺
ニ
カ
ケ
捨
テ

ノ頼
母
シ
ナ
ト
ヲ
云
カ
ケ
タ
リ
或
ハ
奉
加
勧
化
ニ
テ
財
ヲ
取
ル
ヲ
云
ナ

リ
或
ハ
御

兔
勧
化
ナ
ド
云
ヒ
亦
ハ
國
主
ニ
願
テ
一
國
奉
加
ス
ル
ハ
皆
ナ
コ
ノ
類

ナ【
10
ウ
】

リ
劫
盗
人
物
戒
ノ
前
方
便
ナ
リ

　
　
　

◯
虚
偽
作
師
戒
第
十
八

コ
レ
ハ
今
時
ニ
ヲ
ヽ
ク
ア
リ
戒
経
ノ
訣
ヲ
少
シ
モ
シ
ラ
ヌ
文

無
智

ニ
シ
テ

戒
壇
ヲ
立
テ
ヽ
他
ニ
戒
ヲ
授
テ
血
脉
ヲ
與
テ
其
ノ
代
リノ布
施
物
ヲ
取

ル
コ
ト
洞
家
ニ
夛
ク
ア
リ
自
欺
ク
ノ
類
也
現
罸
ヲ
蒙
ル
モ
ノ
目
前
ニ

見ル
コ
ト
ヲ
ヽ
シ

　
　
　

◯
闘
諍
両
頭
戒
第
十
九

コ
レ
ハ
那
邉
テ
ハ
這
辺
ノ
㕝
ヲ
悪
口
シ
テ
其
ノ
人
ノ
機
ニ
入
リ
亦
タ

這
辺

テ
ハ
那
辺
ノ
㕝
ヲ
悪
口
シ
テ
其
人
ノ
機
ニ
入
リ
テ
念
両
ニ
念
恨
セ
シ

ムル
ヲ
制
セ
ラ
ル
今
世
ノ
賣
僧
坊
主
ニ
現
ニ
ア
ル
ヲ
見
ル
可　シ
㍾慎
俗
人

ニ
モ

【
11
オ
】

ア
ル
ベ
シ

　
　
　

◯
不
救
存
亡
戒
第
二
十

コ
レ
ハ
現
人
ニ
ハ
親
切
ニ
シ
テ
ソ
ノ
人
ノ
繪
セ
ル
ニ
モ
現
在
ノ
時
ノ

羊
ニ
親

切
ヲ

レ
ス
日
日
回

ス
ル
カ
肝
要
ナ
リ
父
母
師
匠
ニ
ハ
親
法
眷
ミ

ナ
同
シ
其
ノ
外
ニ
モ
一
句
一
偈
ノ
開
示
ヲ
受
シ
他
師
ニ
テ
モ
一
生

レ
ズ

恩
ヲ
知
ル
ヲ
コ
ノ
戒
ノ
制
ト
セ
ラ
ル
ソ
レ
ヲ
多
ク
ハ
貫
後
ハ

却
シ

テ
親

ノ
忌
日
斎
送
モ
寺
ニ
送
ラ
ズ
囬

ヲ
怠
ル
ヲ
イ
マ
シ
メ
ラ
ル

　
　
　

◯
不
忍
違
犯
戒
第
二
十
一

コ
ノ
戒
ハ
一
切
ノ
機
ニ
入
ヌ
㕝
ヲ
堪
忍
ス
ル
ガ
肝
要
ナ
リ
父
母
ノ
敵
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サ
ヱ
カ
モ4

ワ
ヌ
ガ
菩
提
心
ナ
リ
父
母
ノ
他
ヨ
リ
殺
サ
ル
ハ
宿
業
ナ
リ

 

※
マ
の
誤
り

【
11
ウ
】

今
マ
タ
敵
ヲ
ト
レ
ハ
イ
ヨ
イ
ヨ
ツ
モ
リ
積
リ
互
ニ
悪
業
ノ
種
ネ
ト
ナ

ルナ
リ
常
ノ
軽
キ
コ
ト
ニ
モ
身
口
意
ノ
三
業
ニ
ツ
ヒ
テ
堪
忍
ス
ベ
シ
唯

堪
忍

ヲ
專
一
ニ
ス
レ
ハ4

生
安

ナ
リ4

切
ニ
堪
忍
サ
ヱ
ス
レ
ハ
如
法
也

 

※
一
の
脱
字

　
　
　

◯
慢
人
軽
法
戒
第
二
十
二

コ
レ
ハ
他
ヲ
目
下
ニ
見
テ
ソ
ノ
説
ク
法
ヲ
モ
軽
ス
ル
ヲ
云
フ
タ
ト
ヒ

イ
カ

羊
ノ
不
学
ノ
人
ニ
テ
モ
又
ソ
レ
ヨ
リ
下
ノ
分
聞
テ
ソ
レ
ヲ
師
ト
ス
法

ハタ
ト
ヒ
何
ニ
テ
モ
如
来
ノ
口
ヨ
リ
出
ヌ
ハ
ナ
シ
人
ヲ
慢
リ
法
ヲ
軽
ス

ル
ハ
出
家

人
ノ
罪
過
ナ
リ
護
法
神
ハ
ソ
ノ
者
ヲ
咎
メ
テ
罸
ヲ
與
ル
ナ
リ
コ
レ
ハ

凡
夫

人
ガ
機
ニ
入
ラ
ヌ
モ
ノ
ヲ
打
タ
タ
ク
ト
ハ
意
ガ
別
ナ
リ
護
法
神
ガ
罸

ヲ與
フ
レ
ハ
ソ
ノ
慢
人
軽
法
ノ
罪
過
ガ
滅
ス
ル
故
ニ
罸
ガ
却
テ
安
樂

【
12
オ
】

ノ
本
ト
ナ
ル
神
モ
菩
薩
ノ
行
ナ
リ

　
　
　

◯

蔑
新
学
戒
第
二
十
三

是
レ
ハ
今
比
ノ
官
家
ナ
ド
ノ
兒
共
ガ
出
家
シ
テ
カ
ラ
不
賎
ノ
者
ノ

先
ニ
出
家
シ
タ
ル
ヲ
人
軽
シ
テ
ソ
レ
ヲ
師
範
ニ
セ
ヌ
㕝
ヲ
戒
メ
ラ
ル

ソ
レ
ニ
ツ
ケ
見
ル
ニ
京
ノ
済
下
ヤ
律
院
ナ
ド
ニ
ハ
上
下
ノ
二
種
ノ
出

家ア
リ
上
ト
云
ハ
小
僧
ニ
テ
モ
客
僧
一3ノ
　ト
リ
次
キ
ヲ
セ
ヌ
下
ト
云
ハ
老

僧
ニ
テ

モ
玄
関
番
ヲ
ツ
ト
ム
ル
今
日
現
ニ
見
ル
所
ロ
ナ
リ
法
中
ニ
ナ
キ
末
世

ノ
弊
風
慚
愧
ス
ベ
シ
永
祖
一
泒
計
リ
ハ
俗
系
圖
ニ
カ
ヽ
ワ
ラ
ズ

百
姓
ノ
子
デ
モ
永
平
ノ
禅
師
ニ
曻
ル
正
法
ト
云
フ
ベ
シ

　
　
　

◯
怖
勝
順
劣
戒
第
二
十
四

【
12
ウ
】

是
レ
ハ
大
乗
戒
ヲ
イ
ヤ
ガ
リ
テ
律
僧
ニ
ナ
リ
タ
カ
ル
ヲ
戒
ム
近
年

江
戸
ノ
東
叡
山
ノ
御
門
主
ガ
圓
頓
戒
ヲ
專
ラ
主
張
セ
ラ
レ
テ
二
乗

律
僧
ノ
類
ヲ
山
ヲ
追
逐
セ
ラ
レ
シ
コ
ノ
戒
ノ
佛
ノ
本
意
ナ
リ
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◯
為
主
失
儀
戒
第
二
十
五

是
レ
ハ
客
僧
ノ
来
入
ス
ル
ヲ
歓
喜
接
入
ス
ル
ヲ
行
ト
ス
夫
レ
ヲ
拒
ミ

イヤ
ガ
リ
常
住
物
ヲ
我
カ
物
ノ
羊
ニ
悋
惜
ン
テ
自
己
ノ
用
ニ
ハ
恣
ニ
ツ

カ
イ

客
僧
ニ
ハ
用
ヒ
ヌ
羊
ナ
ル
ハ
来
報
ノ
業
果
ヲ
シ
ラ
ヌ
愚
人
ナ
リ
或
ハ

マ
タ

今
世
財
宝
ヲ
貯
エ
テ
福
僧
ト
称
シ
他
借
シ
テ
ソ
ノ
利
ヲ
取
リ
ナ
ド
ス

ル
ハ
俗
ニ
ハ
ヲ
ト
リ
シ
大
愚
人
ナ
ル
ベ
シ
テ
ハ
一
切
衣
食
住
ミ
ナ
施

主ノ
現
當
二
世
ノ
信
世
ナ
リ
シ
カ
ル
ヲ
己
レ
ガ
德
行
ハ
不
勤
ソ
レ
ヲ
儲

テ
弟

子
ニ
ユ
ス
ツ
ル
ヤ
カ
ラ
ハ
畜
生
ト
同
前
也

【
13
オ
】

　
　
　

◯
領
賔
違
式4

第
二
十
六
〈
此
一
戒
ハ
寫
誤
夛
シ
〉 

※
戒
の
脱
字

此
ノ
戒
モ
前
戒
ニ
ハ
大
乗
似
タ
リ
若
シ
施
主
有
テ
齋
ニ
請
ス
ル
ナ

ラ
バ
客
僧
ヲ
モ
同
道
ス
ベ
シ
寺
内
ノ
僧
ハ
柱
テ
客
僧
ヲ
留
主
ニ
置
ハ

拜
池
也
一
切
ノ
親
金
等
マ
デ
モ
施
主
ニ
親
金
ヘ
テ
増
減
ナ
キ
羊

ニ
念
入
ル
ベ
シ

（
※
『
戒
題
録
』　

領
賔
違
式
戒
第
二
十
六　

此
戒
モ
前
戒
ニ
ハ
大
意

似
タ
リ
シ
モ
施
主
有
テ
斎
ニ
請
ス
ル
ナ
ラ
バ
客
僧
ヲ
モ
同
道
ス
ベ
シ

寺
内
ノ
僧
ハ
往
テ
客
僧
ヲ
留
守
ニ
置
バ
非
法
ナ
リ
一
切
ノ
嚫
金
等
迠

モ
施
主
ニ
教
テ
増
減
ナ
キ
羊
ニ
念
ズ
ベ
シ
）

　
　
　

◯
受
他
別
請
戒
第
二
十
七

此
レ
モ
前
戒
ニ
似
テ
大
意
在
家
ヨ
リ
僧
ヲ
請
ス
ル
時
ト
㕝
ナ
リ

次
第
ニ
請
ス
ト
ハ
第
一
臘
ヨ
リ
段
段
ト
請
ニ
應
シ
テ
十
人
ナ
ラ
ハ
十

臘
目
マ
テ
赴
ク
ベ
シ
百
人
ニ
テ
モ
同
シ
道
理
ナ
リ
ミ
ナ
席
ノ
頭
ヨ
リ

次
第

ニ
赴
ク
ベ
シ

【
13
ウ
】

　
　
　

◯
自
別
請
僧
戒
第
二
十
八

是
ノ
戒
モ
大
意
前
戒
ニ
同
シ
テ
前
戒
ハ
僧
ノ
方
ニ
カ
ヽ
リ
コ
ノ
戒
ハ

在
家
ノ
方
ニ
カ
ヽ
ル
在
俗
ガ
親
切
ナ
僧
ヲ
抜
出
シ
テ
コ
レ
カ
ト
ヨ
ブ

ニ
ソ
レ
ニ
應
ス
ル
僧
モ
共
ニ
功
德
出
シ
モ
ナ
シ
七
佛
ノ
法
ニ
背
ク
故

ナ
リ

昔
シ
大
政
大
臣
通
光
卿
ハ
永
祖
ノ
族
兄
ナ
リ
永
平
寺
ガ
貧
地

故
ニ
寺
領
ヲ
附
ク
ベ
シ
ト
ア
リ
ケ
レ
バ
ヨ
キ
善
根
ナ
リ
他
寺
ニ
寄
付

セ
ラ
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ル
ベ
シ
拙
僧
ハ
族
弟
ニ
テ
親
類
ナ
レ
バ
親
類
ノ
好
ニ
テ
付
ラ
レ
テ
ハ

功
德

ニ
ナ
ラ
ヌ
ト
ウ
ケ
ラ
レ
ズ
コ
ノ
尊
意
デ
コ
ノ
日
本
ニ
万
餘
箇
ノ
兒
孫

ヲ
一
鉢

ニ
テ

セ
ラ
ル
竺
支
ニ
モ
無　キ
㍼比
類
㍽古
佛
也

　
　
　

◯
邪
命
養
身
戒
第
二
十
九

【
14
オ
】

此
レ
ハ
在
家
ノ
菩
薩
ガ
受
戒
人
ニ
不
相
應
ナ
ル
家
業
ヲ
営
ム

ヲ
戒
メ
ラ
ル
男
女
ノ
色
欲
ヲ
賣
リ
右
ト
ヲ
シ
タ
リ
毒
ヲ
拵
テ
賣
ル

羊
ナ4

ハ
皆
邪
命
ナ
リ
出
家
ニ
テ
モ
國
公
ナ
ト
ノ
機
ニ
入
テ
財
宝
他

 

※
ラ
の
脱
字
か

借
ノ
内
用
ナ
ド
ヲ
潜
ニ
取
リ
次
キ
勤
メ
テ
今
日
ヲ
過
ル
ハ
剃
髪
染
衣

ノ不
相
應
ト
云
フ
ベ
シ
現
ニ
見
ル
ニ
此
ノ
類
多
シ

　
　
　

◯
詐
親
害
生
戒
第
三
十

是
ハ
受
戒
セ
シ
僧
ガ
潜
ニ
男
女
ノ
媒
フ
ド
シ
テ
嫁
セ
シ
ム
ル
羊
ナ
ハ

非
法

ナ
リ
シ
カ
レ
ト
モ
末
世
ハ
僧
中
ニ
モ
コ
ノ
男
女
ノ
交
會
ヲ
媒
フ
ト
ス

ル
ヲ
現

ニ
見
ル
其
ノ
羊
ナ
ハ
齋
日
ハ
イ
ヨ
イ
ヨ
シ
ラ
ヌ
可
㍾憐
余
ガ
知
リ
タ

ル
時
宗

ノ
僧
ガ
媒
フ
ト
シ
テ
武
士
ニ
ヤ
リ
タ
レ
ハ
女
ガ
赴
シ
翼4

月
ニ

ノ

 

※
翌
の
誤
記

【
14
ウ
】

聟
ガ
主
人
ヨ
リ
暇
ガ
出
テ
牢
人
ト
ナ
リ
テ
夫
婦
共
ニ
離
義
セ
シ
コ

ト
現
ニ
見
ル
経
文
ニ
出
ル
佛
意
ヲ
信
ス
ヘ
シ

　
　
　

◯
不
救
尊
厄
戒
第
三
十
一

此
ノ
中
ノ
父
母
ノ
形
像
ト
云
ハ
我
ガ
父
母
ニ
云
ニ
不
及
佛
菩
薩
ノ
形

像ニ
カ
ヽ
ル
亦
経
律
等
ニ
モ
カ
ヽ
ル
故
ニ
財
ノ
ア
リ
ダ
ケ
捨
テ
モ
シ
旧

弊
シ

テ
用
ニ
タ
リ
ヌ
ハ
海
中
ニ
入
テ
龍
神
ヱ
送
ル
ベ
シ
比
丘
比
丘
尼
ヲ
賣

ル
羊

ナ
ハ
無
キ
㕝
也

　
　
　

◯
横
取
他
財
戒
第
三
十
二

是
ノ
戒
モ
前
ニ
出
シ
戒
ニ
コ
ノ
意
ア
リ
今
比
ノ
御
免
勧
化
ニ
テ
財
ヲ

取
ラ
シ
メ
亦
ハ
商
人
ナ
ト
ノ
軽
キ
秤
ヤ
小
キ
斗
ヲ
作
テ
物
ヲ
賣

【
15
オ
】
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ル
羊
ナ
ガ
皆
ナ
横
取
ナ
リ
亦
ハ
今
比
古
道
具
屋
ニ
テ
賣
主
ハ
シ
ラ

ヌ
ニ
下
眞
ニ
掘
出
シ
ス
ル
羊
ナ
モ
コ
ノ
戒
ニ
入
ル
ナ
リ
亦
猫
犬
ヲ
畜

フ
モ
非
法
ナ
リ

　
　
　

◯
虚
作
無
儀
戒
第
三
十
三

菩
提
ノ
為
メ
ニ
ナ
ラ
ヌ
㕝
㎜
ハ
皆
此
ノ
戒
ル
ナ
リ
今
比
ノ
僧
ノ
碁

将
基4

ヤ
投
壺
ヲ
ツ
ヒ
テ
財
ヲ
取
ル
ハ
皆
ナ
此
ノ
戒
ニ
入
ル
ナ
リ

 

※
棋
の
誤
り

　
　
　

◯
退
菩
提
心
戒
第
三
十
四

菩
提
心
ハ
第
一
ノ
誓
修
ナ
ル
ニ
タ
ヽ
モ
ノ
日
ニ
進
ム
ベ
キ
ヲ
油
断
ス

ル
ヲ
制
セ
ラ
ル
懶
隨4

懈
怠
ト
云
フ
㕝
ハ
懶
隨4

ハ
明
日
ノ
分
ヲ
今

 

※
墮
の
誤
り

日
行
シ
ヨ
ク
懈
怠
ハ
今
日
ノ
分
ヲ
明
日
行
ス
ル
云
フ
今
日
ノ
祖
忌

【
15
ウ
】

ノ
法
㕝
ナ
ド
ヲ
京
ノ
寺
ナ
ド
ガ
諸
國
ノ
人
ノ
上
京
ノ
頃
二
日
頃
ノ
前

方
シ4

取
起
モ
コ
ノ
戒
ニ
入 

※
ニ
の
誤
り

　
　
　

◯
不
發
願
戒
第
三
十
五

此
ノ
戒
ハ
月　

日
ノ
發
願
ヲ
不　ス
㍾ニ

怠
勤
ム
ル
ヲ
常
ト
云
フ
先
父
母

師
僧
ノ
存
生
ナ
ル
ニ
ハ
毎
日
安
否
ヲ
向
ヒ
没
後
ナ
ラ
ハ
月
日
誦
咒

囬

ス
ヘ
シ
ソ
ノ
上
ニ
現
ニ
師
ト
ナ
ル
人
ノ
開
觧
ヲ
ウ
ケ
テ
念
念

却
セ
ス
一
生
ツ
ト
ム
ル
ヲ
云

　
　
　

◯
不
生
自
要
戒
第
三
十
六

一
切
ノ
如
来
皆
ナ
因
地
菩
薩
ノ
時
發
願
セ
ヌ
ハ
ナ
シ
釋
迦
ノ
五

百
ノ
大
願
弥
陀
ノ
四
十
八
願
藥
師
ノ
十
二
願
ノ
如
シ
頓
願
漸
修
シ
テ

皆【
16
オ
】

ナ
成
佛
ニ
イ
タ
ル
故
ニ

嚴
経
ニ
行
願
品
ア
リ
テ
時
時
刻
刻
発

願
ヲ

レ
ザ
ラ
シ
ム
ニ
皆
ナ
度
衆
生
ノ
義
ニ
ハ
カ
ヽ
ル
ア
ラ
カ
タ
ハ

十大4 

※
「
願
ナ
リ
」
の
脱
字

　
　
　

◯
故
入
難
轜
戒
第
三
十
七

コ
レ
ハ
遊
化
ノ
時
ニ
轜
ヲ
擇
テ
至
リ
居
ル
ベ
シ
托
鉢
ス
ル
ニ
モ
轜
ヲ

擇
ブ
ベ
シ
難
處
ト
云
ハ
今
時
ナ
ラ
バ
第
一
ニ
國
王
臣
下
ガ
儒
者
ナ

ト
ニ
テ
佛
法
ヲ
イ
ヤ
カ
ル
處
ニ
ハ
イ
タ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
亦
ハ
財
難
ナ
ド

アル
ベ
キ
處
ヲ
避
ル
ガ
第
一
ノ
用
心
也

　
　
　

◯
㘴
無
次
第
戒
第
三
十
八

此
ハ
今
比
ノ
寺
ノ
俗
姓
ノ
髙
キ
公
家
ナ
ト
ノ
ネ
ハ
弱
年
ニ
テ
モ

【
16
ウ
】

ニ
入

竜
按
子
ノ
寫
誤
乎



近
世
洞
門
に
お
け
る
『
梵
網
経
』
の
学
び
に
つ
い
て
（
菅
原
）

84─　   ─

上
ニ
ヲ
リ
商
人
民
家
ノ
子
ハ
老
宿
ニ
テ
モ
下
ニ
坐
ス
ル
ハ
末

世
弊
風
ナ
リ
佛
弟
子
ハ
皆
ナ
四
姓
出
家
同
一
釋
種
故
ニ
戒
ノ
臘

次
第
ナ
レ
ハ
俗
ノ
上
下
貴
賎
ニ
カ
マ
ワ
ス
先
ニ
受
戒
セ
シ
モ
ノ
ハ
上

座ナ
リ
後
ニ
受
戒
セ
シ
モ
ノ
下
㘴
ナ
リ
モ
シ
少
シ
モ
違
ヱ
バ
佛
制
ニ
背

ク
　
　
　

◯
不
行
利
樂
戒
第
三
十
九

此
戒
ハ
常
ニ
在
家
人
ニ
モ
教
テ
寺
院
ヲ
建
立
シ
佛
閣
ヲ
造
シ

メ
テ
現
當
ノ
福
壽
ヲ
求
メ
シ
ム
ベ
シ
其
外
ニ
モ
一
切
ノ
菩
薩
ノ
為

ニ
ナ
リ
サ
フ
ナ
㕝
ハ
教
テ
ナ
サ
シ
ム
ル
ガ
菩
薩
ノ
常
ノ
用
心
ナ
リ
此

レナ
シ
ヤ
ス
キ
有
方
便
ナ
リ

　
　
　

◯
摂
化
漏
失
戒
第
四
十

【
17
オ
】

此
戒
ハ
弟
子
ノ
生
レ
ツ
キ
ノ
後
ハ
荷
法
モ
ス
ベ
キ
法
器
ヲ
不
㍾擇

リ
ニ
捨
テ
ヽ
因
縁
ヲ
失
フ
ヲ
戒
ム
亦
衣
服
等
ヲ
如
法
ニ
教
ユ
ベ
シ

常
ニ
陀
羅
尼
ヲ
誦
シ
テ
宿
業
ヲ
滅
セ
シ
メ
日
日
ノ
三
宝
頂

禮
ヲ
欠
ヌ
羊
ニ
教
化
ス
ベ
シ
タ
ト
ヒ
五
逆
ニ
テ
モ
三
寳
ニ
懴
悔

ス
レ
バ
ミ
ナ
滅
ス
ル
ナ
リ
永
祖
ノ
尊
意
如　シ
㍾斯

　
　
　

◯
悪
求
弟
子
戒
第
四
十
一

此
戒
ノ
中
ノ
二
師
ト
ハ
今
ノ
戒
師
ト
教
授
師
ナ
リ
教
授
ガ
七
逆
ヲ
造

カ
否
ヲ
問
テ
懴
悔
セ
シ
ム
ル
ナ
リ
故
ニ
洞
家
ノ
法
ノ
授
戒
前
ニ
教
授

師
ノ
説
戒
其
義
ヲ
表
シ
テ
梵
網
ノ
説
ニ
須
ス
戒
師
モ
亦
タ
一

三
戒
ノ
義
ヲ
觧
シ

上
ノ
法
門
ヲ
モ
觧
セ
シ
上
ニ
テ
戒
子
ニ
授

【
17
ウ
】

ク
ベ
シ

　
　
　

◯
非
轜
説
戒
第
四
十
二

此
ノ
戒
ハ
今
比
ノ
儒
者
ナ
ト
ヤ
一
向
ニ
無
信
心
ノ
佛
法
ヲ
嫌
テ
ア
ル

在家
人
ニ

テ
ト
カ
ヌ
ハ
ズ
ナ
リ
仏
法
ヲ
ウ
ケ
ヌ
イ
ヤ
カ
ル
男
女
ハ
畜

生
ト
同
前
ト
ノ
佛
勅
ナ
リ
亦
ハ
木
頭
ト
同
前
ト
ノ
尊
意
タ
リ
タ

ト
ヒ
周
公
孔
子
ト
稱
ス
ル
モ
三
歸
ヲ
ウ
ケ
タ
庸
流
ニ
ハ
ヲ
ト
レ
リ

　
　
　

◯
故
違
聖
禁
戒
第
四
十
三

此
ハ
始
メ
ハ
佛
法
ヲ
信
テ
受
戒
シ
タ
レ
ド
モ
後
ニ
悪
友
ニ
進
メ
ラ
レ

テ
ア
ヽ
今
マ
テ
莫
伽
ナ
㕝
ヲ
シ
テ
佛
㳒
ヲ
ツ
ト
メ
タ
ト
テ
ワ
ザ
ト

戒
ヲ
普
ク
輩
ラ
ヲ
制
セ
ル
老
年
ノ
人
ナ
ド
ノ
真
實
ニ
信
心
ナ

【
18
オ
】

キ
人
ハ
コ
レ
ガ
ア
ル
ナ
リ
故
ニ
歩
行
ス
レ
バ
悪
鬼
ガ
其
ノ
脚
ア
ト
ヲ
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掃
地
シ
テ
善
人
ヲ
通
ス
也

　
　
　

◯
不
重
経
律
戒
第
四
十
四

此
ハ
佛
説
ヲ
尊
重
シ
テ
現
世
後
生
ノ
為
ニ
書
寫
ス
ベ
シ
古
ヱ

ノ
帝
皇
后
妃
ノ
紺
紙
金
泥
ニ
カ
カ
セ
ラ
レ
シ
ガ
今
世
ニ
テ
モ
遺

リ
テ
處
々
ニ
ア
リ
老
人
ハ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ト
ナ
リ
壯
年
ノ
人
ハ
何
ト
ゾ

少シ
ノ
經
陀
羅
尼
ナ
リ
ト
モ
書
寫
シ
テ
菩
提
ノ
種
ト
ス
ベ
シ
拙

僧
ハ
壮
年
ノ
比
金
剛
経
一
巻
ト
梵
網
経
一
巻
ヲ
血
書
ノ
信
心

ノ
功
ニ
ヤ
六
十
州
ニ
今
ニ
流
布
ス
ル
ナ
リ
三
宝
剏
天
の
冥
助
ト

常
ニ
感
幸
ス

【
18
ウ
】

　
　
　

◯
不
化
有
情
戒
第
四
十
五

此
戒
ハ
一
切
ノ
男
子
女
人
ヲ
勧
メ
テ
三
宝
ヲ
信
向
セ
シ
メ
嬰
兒

ノ
羊
ナ
モ
ノ
ニ
モ
勧
メ
亦
ハ
牛
馬
畜
生
ノ
類
ニ
モ
三
歸
ヲ
授

ケ
攻
ノ
雀
ノ
羊
ナ
ニ
モ
三
皈
ヲ
授
ク
ベ
シ
佛
㳒
ノ
妙
ニ
テ
三
歸
ダ

ニ
授
ク
レ
ハ
網
羅
ヲ
免
レ
テ
放
樂
ス
ル
ナ
リ
流
水
長
者
ノ
一
萬
ノ

魚
ニ
説
法
シ
テ
聴
カ
セ
ケ
レ
バ
皆
帝
釋
天
ニ
生
ス
其
ノ
謝
禮

ヲ
セ
シ
㕝
最
勝
王
経
ニ
説
レ
シ
ナ
リ

　
　
　

◯
説
法
乖
儀
戒
第
四
十
六

此
ハ
在
家
ニ
入
テ
タ
ト
ヒ
貴
人
ナ
リ
ト
モ
其
下
ニ
㘴
シ
テ
ハ
説
法

ス
ベ
カ
ラ
ズ
昔
シ
大
灯
国
師
ニ
時
ノ
帝
ガ
説
法
ヲ
請
ワ
レ
ケ
レ
バ

【
19
オ
】

下
ニ

ヨ
リ
奏
聞
ト
云
㕝
ハ
佛
法
ニ
ナ
キ
㕝
故
ニ
帝
王
ノ
上
ニ

座
ス
ベ
シ
ト
國
師
ノ
白
サ
レ
ケ
ル
諸
大
臣
ガ
何
ニ
程
ト
佛
法
カ
重
ヒ

ト
テ
帝
ヨ
リ
上
座
ト
云
ハ
ナ
ル
マ
ヒ
ト
テ
奏
聞
シ
ケ
レ
バ
帝
ノ
勅
ニ

サ
ラ
ハ
對
簧
ニ
シ
テ
シ
カ
ル
ベ
シ
ト
ア
ル
故
ニ
帝
ト
對
座
ニ
法
座

ヲ
カ
ザ
リ
ケ
ル
ニ
コ
レ
モ
ツ
イ
ニ
無
キ
㕝
故
ニ
帝
ノ

ニ
ツ
カ
セ
ラ

レ國
師
モ
坐
ニ
ス
カ
セ
ラ
レ
テ
帝
ノ
眞
勅
命
ニ
佛
法
不
思
議
帝

王
ト
對
座
ト
ヲ
ヽ
セ
ラ
レ
ケ
レ
ハ
亦
タ
大
灯
ノ
帝
王
不
思
議
法
王

ト
對
坐
ト
ア
リ
シ
コ
ト
傳
ニ
見
ヱ
タ
リ
實
ニ
此
戒
ノ
佛
勅
ニ

了
ル
ナ
リ

　
　
　

◯
非
法
立
制
戒
第
四
十
七

【
19
ウ
】

コ
レ
ハ
今
時
モ
ア
ル
㕝
ニ
テ
國
ニ
ヨ
リ
テ
堂
伽
藍
ヲ
建
立
ス
ル
ヲ

禁
シ
テ
ユ
ル
サ
ヌ
ア
リ
其
國
ハ
必
ス
國
主
ガ
短
命
ナ
リカ臣
下
ガ
短
命

ナ
カ
或
ハ
蝗
ガ
イ
ル
カ
五
穀
ハ
成
𤎼
セ
ス
羊
ナ
㕝
ヲ
招
ク
ナ
リ

　
　
　

◯
自
破
内
法
戒
第
四
十
八

竜
按
ト
字
不
用
乎
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此
戒
ハ
国
王
ニ
諛
テ
帝
王
ノ
氣
ニ
入
ル
羊
ニ
道
理
ヲ
マ
ケ
テ

説
法
シ
又
ハ
破
戒
シ
テ
モ
ツ
カ
ヱ
ヌ
ナ
ド
ヽ
教
ユ
ル
ハ
皆
ナ
出
家
沙

門
ガ
佛
法
ヲ
破
ル
ナ
リ
末
世
ニ
ハ
日
本
ニ
コ
ノ
流
夛
シ
師
子
ハ
百
獣

ノ
王
ナ
レ
ハ
死
ニ
テ
モ
其
ノ
ソ
ハ
ニ
鳥
獣
ハ
ヨ
リ
ツ
カ
ヌ
故
ニ
死
肉

ヲ
喰

フ
モ
ノ
ハ8
ナ
シ
身
ノ
中
ニ
ア
ル
虫
ガ
死
肉
ニ
テ
出
来
テ
ソ
レ
ガ
食

フ
ナ
ル
ナ
リ
佛
法
ハ
天
魔
波
旬
モ
破
ル
㕝
ナ
ラ
ズ
佛
弟
子

【
20
オ
】

ガ
内
カ
ラ
破
ル
ハ
其
ハ
指
タ
ガ
ナ
ヒ
ト
ノ
佛
勅
ナ
リ

　
　

此
ノ
戒
題
鈔
ハ
在
家
ノ
菩
薩
戒
ヲ
受
シ
信
心
ナ
ル
戒
弟

　
　

ノ
為
ニ

　
　

ム
ツ
カ
シカラ
ヌ
羊
ニ
道
理
ハ
カ
リ
ヲ
説
テ
教
ル
ナ
リ
大
賢

　
　

ノ
古
迹

　
　

ノ
題
号
ガ
梵
網
ノ
注
十
七
通
リ
ノ
中
ニ
テ
至
極
相
應
ナ

　
　

ル
故
ニ
其
題
号
ヲ
荒
抄
ス
ル
ナ
リ
戒
子
等
諦
カ
ニ
聴
テ
信

　
　

ス
ベ
シ

附
録

経

和
尚
梵
網
戒
抄
云
行
婬
無
慈
悲
心
者
是
菩
提

【
20
ウ
】

波
羅
夷
罪
ト
ア
リ
如
此
ノ
文
ハ
タ
ト
ヒ
行
婬
ス
ト
モ

慈
悲
心
ア
ラ
ハ
ト
ユ
サ
ル
ヽ
與
此
慈
悲
イ
カ
ナ
ル
ベ
キ
ゾ
先
達

等
多
ク
煩
フ
但
シ
佛
ノ
因
位
ノ
時
五
茎
ノ
蓮
華
ヲ
ウ
ル
女
人
ア

リ
キ
此
華
ヲ
佛
ニ
供
養
シ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
為
ニ
我
ニ
ウ
レ
ト
被

仰
シ
返
事
ニ
我
ヲ
妻
女
ト
タ
ノ
マ
シ
ム
可
賣
ト
申
ス
佛
華

ヲ
賣
ヘ
ク
ハ
妻
ト
ス
ベ
シ
但
佛
道
ヲ
ハ
サ
ウ
マ
シ
キ
ナ
リ
ト
有
契
約

佛
領
状
依
テ
世
世
ニ
夫
婦
ト
ナ
ル
義
等
ハ
慈
悲
ナ
ル
ベ
キ
カ
佛

羅
睺
羅
ヲ
マ
ウ
ケ
オ
ハ
シ
マ
ス
慈
悲
カ
ケ
タ
ル
ニ
ア
ラ
ス
總
テ

慈
悲
ノ
様
モ
大
小
乗
相
賛
ル
ベ
シ
䏻
䏻
可
思
慮
㕝
也

抄
云
一
切
ノ
酒
ウ
ル
㕝
ナ
カ
レ
ト
云
天
竺
國
及
ヒ
唐
土
マ
テ
モ
酒

【
21
オ
】

ハ
品
々
多
シ
起
罪
ノ
因
縁
ト
云
ハ
水
ノ
ホ
シ
サ
ニ
取
リ
違
ヒ
テ

酒
ヲ
呑
ミ
醉
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
キ
此
ノ
酔
酒
ニ
ヨ
リ
テ
五
戒
ヲ
破
ル

第
一
ニ
飲
酒
戒
也
隣
家
ノ
鷄
ヲ
取
テ
酔
中
ニ
食
ス
殺
生
戒

破
之
主
ノ
不
與
取
之
盗
犯
也
鳥
主
ノ
女
来
テ
尋
此
鳥

答
不
㍾知
㍾之
申
妄
語
也
以
㍾此
便

㍼ス鳥
主
女
㍽ヲ仍
一
時
ニ
破
㍾ス

五
戒
㍽ヲ

永
福
老
人
梵
網
古
迹
戒
題
鈔
畢


